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５
月
28
日
、
山
口
県
私
立
幼
稚
園
教
育
振
興
大
会
に
出
席

し
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
二
組
の
親
子
に
出
会
い
ま
し
た
。

ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き
す
る
１
歳
児
に
あ
た
た
か
く
ほ
ほ
え
み
な
が

ら
寄
り
添
う
母
親
。「
ね
ぇ
、
ど
う
し
て
な
の
？
」
と
懸
命
に

問
い
か
け
る
３
歳
児
に
き
ち
ん
と
正
面
か
ら
応
え
よ
う
と
す

る
母
親
。
あ
り
ふ
れ
た
光
景
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の

思
い
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
懸
命
な
子
ど
も
の
姿
と
、
あ
る

が
ま
ま
の
子
ど
も
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
子
ど
も
の
思

い
に
共
感
的
な
理
解
を
示
す
母
親
の
姿
を
前
に
し
て
、
私
の

胸
に
去
来
す
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
、
我
が
国
で
は
政
権
交
代
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
改

革
が
行
な
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
私
立
幼

稚
園
に
お
い
て
も
、「
子
ど
も
手
当
の
支
給
に
係
わ
る
取
組

み
」、「
幼
稚
園
・
保
育
園
の
一
体
化
に
向
け
て
の
取
組
み
」

な
ど
、
矢
継
ぎ
早
に
新
た
な
課
題
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。し

か
し
、
時
代
が
今
、
大
き
な
変
革
期
に
あ
り
、
ま
た
、

混
沌
と
し
た
状
況
下
に
あ
る
が
故
に
、
こ
れ
を
得
難
い
時
と

捉
え
、「
幼
児
教
育
の
重
要
性
」
と
「
私
立
幼
稚
園
教
育
の
役

割
」
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、
皆
様
方
と
共
に
「
新
た
な
私

立
幼
稚
園
の
在
り
方
」
を
追
究
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
意
を

強
く
し
た
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
今
、
ま
さ
に
、
全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会

の
英
知
と
情
熱
を
結
集
し
、
近
未
来
の
私
立
幼
稚
園
を
、
し

っ
か
り
と
創
造
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園
で
は
、
園
児
や
保
護
者
の
実
態
、
ま

た
地
域
の
実
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
は
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
と
し
て
の
位
置
付
け
が
明
確
に
さ
れ
た
か

ら
こ
そ
、『
学
び
の
一
歩　

幼
稚
園
』
と
し
て
の
充
実
を
図
る

こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち
の
内
面
的
な
育
ち
を
看
取

る
力
、
そ
の
育
ち
に
喜
び
を
感
じ
る
心
な
ど
の
保
育
者
と
し

て
の
質
を
高
め
る
こ
と
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
内
面
の
育

ち
を
大
切
に
し
、
生
活
の
連
続
性
、
発
達
や
学
び
の
連
続
性

を
踏
ま
え
て
教
育
課
程
の
質
を
高
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、

公
教
育
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
、
学
校
評
価
の

実
施
・
公
表
の
機
会
を
生
か
し
、
幼
稚
園
の
信
頼
性
へ
と
つ

な
げ
て
い
く
、
あ
る
い
は
、
預
か
り
保
育
や
認
定
こ
ど
も
園

で
の
保
育
を
、
幼
稚
園
で
の
学
び
に
つ
な
い
で
い
く
な
ど
、

幼
稚
園
経
営
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
努
め
、「
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
大
切
に
し
た
」
確
か
な
幼
稚
園
教
育
を
、
積
極
的
・

主
体
的
に
企
画
・
実
現
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
改
革
の
う
ね
り
の
中
に
あ
る
が
故
に
、
志
を
高
く

掲
げ
、
一
致
団
結
し
、
政
策
へ
の
関
与
、
政
府
へ
の
要
望
を

ね
ば
り
強
く
展
開
す
る
な
ど
、
で
き
う
る
限
り
の
最
大
限
の

行
動
・
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

吉
田
松
陰
先
生
が
、『
学
は　

人
た
る
所
以
を　

学
ぶ
な

り
』
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
自
身
が
、
人
と
し
て
の
学
び
を
深
め
合
い
な
が
ら
、

か
け
が
え
の
な
い
尊
い
存
在
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
、
人
と
し
て
の
学
び
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
、
努
め
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

皆
様
方
に
、
改
め
て
、
ご
支
援
、
ご
協
力
、
ご
指
導
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
、
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

（
山
口
県
防
府
市
・
鞠
生
幼
稚
園
）

近未来の私立幼稚園の創造をめざして
～子どもたちに人としての学びを～

香川　敬　全日本私立幼稚園連合会会長

会長就任にあたって会長就任にあたって
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全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

全
日
私
幼
連
の
会
議

新
会
長
に
香
川
敬
氏
（山口）

が
就
任

北
條
（東京）

・
村
山
（宮城）

・
尾
上
（福岡）

の
三
氏
が
副
会
長
に

平
成
22
年
度
の
定
時
総
会
は
５
月
26

日
、
東
京
・
私
学
会
館
に
お
い
て
、
全
国

か
ら
評
議
員
１
３
６
人
（
委
任
状
20
人
）

が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
田
邦
光
副
会
長
の
開
会
の
言
葉
に
続

い
て
、
吉
田
敬
岳
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。
審
議
に
先
立
ち
、
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
濵
谷

浩
樹
課
長
よ
り
、
去
る
４
月
27
日
の
子
ど

も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
に
つ

い
て
行
政
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、「
特
に
す
べ
て
の
子
ど
も
に
良
質

な
幼
児
教
育
保
育
を
保
障
し
子
ど
も
を
大

切
に
す
る
社
会
を
ベ
ー
ス
に
し
て
い
く
予

定
で
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

幼
児
教
育
実
践
者
表
彰
が
行
な
わ
れ
、
石

原
静
先
生
（
千
葉
県
・
つ
ぼ
み
幼
稚
園
）

が
優
れ
た
教
育
実
践
者
と
し
て
表
彰
の
栄

を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
長
の
選
出
に
移
り
、
中
浦

正
音
（
京
都
・
八
条
幼
稚
園
）、
土
居
孝

信
（
大
分
・
双
葉
ケ
丘
幼
稚
園
）
両
氏
を

選
出
。
続
い
て
12
人
の
議
事
運
営
委
員
が

紹
介
さ
れ
、
議
事
運
営
委
員
長
の
増
田
修

一
氏
（
北
海
道
・
上
富
良
野
高
田
幼
稚
園
）

か
ら
、
総
会
成
立
の
確
認
、
議
案
と
議
事

進
行
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

議
事
録
署
名
人
に
四
ツ
釡
雅
彦
氏（
埼
玉
・

菖
蒲
幼
稚
園
）、
鈴
木
信
行
氏
（
山
梨
・

聖
愛
幼
稚
園
）
を
選
出
し
議
事
に
入
り
ま

し
た
。

第
１
号
議
案
：
平
成
21
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
各
委

員
会
委
員
長
か
ら
事
業
報
告
が
示
さ
れ
た

ほ
か
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
こ
ど
も
の
豊
か

な
環
境
、
Ｉ
Ｔ
）
の
各
座
長
か
ら
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
藤
本
明
弘
総
務
委

員
長
、
西
谷
正
文
総
務
副
委
員
長
か
ら
収

支
決
算
報
告
が
行
な
わ
れ
、
監
査
報
告
が

北
川
定
行
監
事
か
ら
厳
正
正
確
に
処
理
さ

れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
第
1
号
議

案
は
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
ハ
イ
チ
大
地
震
の
義
損
金
の
報
告
も
な

さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
：
平
成
22
年
度
事
業
計
画

案
・
収
支
予
算
案
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、

香
川
敬
副
会
長
が
事
業
計
画
趣
旨
と
重
点

５
項
目
を
述
べ
、
続
い
て
各
委
員
長
が
活

動
内
容
を
上
程
し
、
収
支
予
算
案
は
藤
本

総
務
委
員
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
原
案
を

賛
成
多
数
で
承
認
可
決
し
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
：
役
員
改
選
で
は
、
最
初

に
藤
本
総
務
委
員
長
よ
り
候
補
者
選
任
の

経
緯
や
理
事
会
等
の
議
決
状
況
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
会
長
に
香
川
敬
氏
（
山
口

県
・
新
任
）、
副
会
長
と
し
て
北
條
泰
雅

▶  左から北條副会長、香川会長、村山副会長、
尾上副会長

平成 22 年度
定時総会
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氏
（
東
京
都
・
新
任
）、
村
山
十
五
氏
（
宮

城
県
・
再
任
）、
尾
上
正
史
氏
（
福
岡
県
・

再
任
）、
を
推
薦
す
る
旨
の
提
案
が
あ
り

質
疑
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
採
決
方

法
を
拍
手
採
決
と
し
、
賛
成
多
数
で
原
案

通
り
新
役
員
を
承
認
し
ま
し
た
。
続
い
て

監
事
に
つ
い
て
、芝
木
捷
子
氏（
北
海
道
）、

角
和
一
太
朗
氏
（
神
奈
川
）、
阿
部
能
夫

氏
（
兵
庫
）
が
推
薦
さ
れ
、
提
案
通
り
承

認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
新
会
長
か
ら
「
今
、
大
き
な

変
革
期
で
あ
る
が
、
ま
た
と
な
い
時
と
と

ら
え
、
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
人
と
し
て

の
学
び
を
深
め
て
い
け
る
よ
う
に
私
立
幼

☆
新
し
い
団
体
長

（
平
成
22
年
６
月
3
日
現
在
）

山
形
県
＝
児
玉
昭
平
・
新
庄

茨
城
県
＝
橋
本
幸
雄
・
栄

千
葉
県
＝
森
島
弘
道
・
千
葉
聖
心

山
梨
県
＝
鈴
木
信
行
・
聖
愛

岐
阜
県
＝
石
井
亮
一
・
合
歓
の
木

三
重
県
＝
藤
内
隆
志
・
藤

大
阪
府
＝
水
谷
豊
三
・
日
吉

長
崎
県
＝
渡
辺　

力
・
中
央

熊
本
県
＝
吉
田
精
華
・
帯
山

＊
氏
名
・
幼
稚
園
名
／
敬
称
略

稚
園
の
新
た
な
役
割
を
追
求
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
報
告
事
項
と
し
て
、
㈶
全
日
私

幼
研
究
機
構
の
田
中
雅
道
副
理
事
長
よ

り
、
財
団
の
事
業
、
決
算
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
尾
上
正
史
副
会

長
の
閉
会
の
言
葉
で
終
了
し
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
委
員
・
梅
澤
眞
理
）

定
時
総
会
に
先
立
ち
、
臨
時
理
事
会
が

開
催
さ
れ
43
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
議
長

に
は
水
谷
豊
三
理
事
、
議
事
録
署
名
人
に

は
石
嶋
昇
理
事
、
谷
島
正
敏
理
事
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

■
審
議
案
件
１
： 
全
日
私
幼
連
副
会
長

選
任
の
件
／
藤
本
総
務
委
員
長
の
説
明
の

後
、
香
川
敬
会
長
候
補
者
か
ら
副
会
長
候

補
者
案
が
提
案
さ
れ
、
満
場
一
致
で
議
決

さ
れ
ま
し
た
。　
（
総
務
委
員
長・藤
本
明
弘
）

全
日
私
幼
連

全
日
私
幼
連

平
成
平
成
2121
年
度
年
度  

事
業
報
告

事
業
報
告

■
総
務
委
員
会　

委
員
長
＝
藤
本
明
弘
、

副
委
員
長
＝
水
谷
豊
三
、
西
谷
正
文
、
委

員
＝
棟
方
重
幸
、
船
岡
芳
英
、
矢
代
公
明
、

丸
山
征
、
水
田
泰
賢
、
原
孝
枝
、
松
山
勝
、

三
木
隆
朋
、
委
員
会
＝
７
回
開
催

平
成
21
年
度
は
、
①
拡
大
正
副
会
長
副

理
事
長
・
委
員
長
会
を
、
常
任
理
事
会
、

理
事
会
前
に
開
催
し
、
㈶
全
日
本
私
立
幼

稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
及
び
各
委
員
会

の
活
動
状
況
報
告
な
ら
び
に
情
報
交
換
を

行
な
っ
た
。
②
特
別
会
計
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
、
平
成
23
年
度
か
ら
の
改
正

に
向
け
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。

③
会
務
執
行
上
、
一
般
会
計
予
算
・
特
別

会
計
予
算
の
補
正
を
行
な
っ
た
。
④
Ｊ
Ｋ

保
険
の
内
容
を
検
討
し
、
加
入
促
進
に
努

め
「
安
全
対
策
の
手
引
き
」
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
し
た
。
⑤
こ
ど
も
が
ま
ん
な

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
力
募
金
活
動
を
行
な

っ
た
。
⑥
ハ
イ
チ
大
地
震
で
被
害
を
受
け

た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
義
捐
金
活
動
を

行
な
っ
た
。

全
日
私
幼
連
の
諸
活
動
の
財
源
で
あ
る

会
費
な
ら
び
に
振
興
会
費
は
、
別
紙
記
載

の
と
お
り
納
入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ

と
を
ご
報
告
申
し
あ
げ
ま
す
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
会
議
の
開
催
／
(1)
定
時
総
会
５
月
27

日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
１
５
２
人
）

(2)
理
事
会
５
月
12
日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ

ン
パ
レ
ス
：
合
同
（
出
席
者
56
人
）
７
月

１
日
東
京
・
九
段
会
館
：
臨
時
（
出
席
者

50
人
）
９
月
29
日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
：
合
同
（
出
席
者
56
人
）
12
月
１

日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席

者
57
人
）
１
月
26
日
東
京
・
私
学
会
館
：

合
同
（
出
席
者
55
人
）
３
月
12
日
東
京
・

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席
者
56
人
）

(3)
常
任
理
事
会
４
月
22
日
東
京
・
東
京
ガ

ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席
者
25
人
）
６
月
30

日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席

者
27
人
）
９
月
28
日
東
京
・
私
学
会
館
（
出

席
者
27
人
）
11
月
25
日
東
京
・
東
京
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席
者
28
人
）
２
月
22
日

東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
27
人
）
３
月

11
日
東
京
・
私
学
会
館
：
緊
急
（
出
席
者

25
人
）
(4)
団
体
長
会
５
月
12
日
東
京
・
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
：
合
同
（
出
席
者
44

人
）８
月
17
日
東
京
・
私
学
会
館
：
緊
急（
出

席
者
45
人
）
９
月
29
日
東
京
・
東
京
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
：
合
同
（
出
席
者
45
人
）
１

月
26
日
東
京
・
私
学
会
館
：
合
同
（
出
席

者
43
人
）
(5)
監
査
会
4
月
17
日
東
京
・
全

日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者
8
人
）
11
月

13
日
東
京
・
全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席

者
９
人
）

２
．
関
係
団
体
と
の
連
絡
／
(1)
内
閣
府
：

男
女
共
同
参
画
推
進
連
携
会
議
／
委
員
・

吉
田
敬
岳
(2)
文
部
科
学
省
：
私
学
共
済
年

●
5
・ 

26

　

臨
時
理
事
会
を
開
催
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金
研
究
会
／
協
力
者
・
入
谷
幸
二
、
中
央

教
育
審
議
会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
／
臨

時
委
員
・
北
條
泰
雅
、
中
央
教
育
審
議
会

初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
員
養
成
部
会
／

臨
時
委
員
・
北
條
泰
雅
、
特
別
支
援
教
育

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
委
員
会
／
委
員
・
田

中
泰
行
、
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
の

推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
／

委
員
・
田
中
雅
道
、
教
員
資
格
認
定
試
験

委
員
／
委
員
・
安
家
周
一
、「
体
力
向
上

の
基
礎
を
培
う
た
め
の
幼
児
期
に
お
け
る

実
践
活
動
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研

究
」
調
査
研
究
協
議
会
／
委
員
・
小
林
研

介
(3)
厚
生
労
働
省
：
児
童
虐
待
防
止
対
策

協
議
会
／
委
員
・
吉
田
敬
岳
(4)
日
本
私
立

学
校
振
興
・
共
済
事
業
団
：
共
済
運
営
委

員
会
／
委
員
・
藤
本
明
弘
、
共
済
年
金
制

度
研
究
委
員
会
／
委
員
・
入
谷
幸
二
(5)
私

学
研
修
福
祉
会
：
常
務
理
事
・
安
家
周

一
、
理
事
・
前
田
邦
光
、
評
議
員
・
藤
本

明
弘
(6)
全
私
学
連
合
：
代
表
者
会
議
／
委

員
・
吉
田
敬
岳
、
香
川
敬
、
村
山
十
五
、

尾
上
正
史
、
予
算
対
策
委
員
会
／
委
員
・

吉
田
敬
岳
、
香
川
敬
、
前
田
邦
光
、
村
山

十
五
、
安
家
周
一
、
尾
上
正
史
、
藤
本
明

弘
、
田
中
辰
実
(7)
全
国
私
立
学
校
審
議
会

連
合
会
：
副
会
長
・
吉
田
敬
岳
(8)
日
本
ユ

ニ
セ
フ
協
会
：
評
議
員
・
吉
田
敬
岳
(9)
Ｏ

Ｍ
Ｅ
Ｐ
日
本
委
員
会
：
理
事
・
吉
田
敬
岳

(10)
日
本
防
火
協
会
：
評
議
員
・
入
谷
幸
二

３
．
役
員
出
張
／
各
地
区
の
研
修
会
や
地

区
会
・
都
道
府
県
団
体
に
役
職
員
が
出
張

し
た
。

４
．
表
彰
事
業
／
(1)
永
年
勤
続
表
彰
：
40

年
以
上
の
設
置
者
・
園
長
37
人
、
教
職
員

27
人
。
30
年
以
上
の
設
置
者
・
園
長
71
人
、

教
職
員
１
７
７
人
。
20
年
以
上
の
設
置

者
・
園
長
43
人
、
教
職
員
２
８
７
人
の
合

計
６
４
２
人
。
(2)
幼
児
教
育
実
践
者
表
彰

／
千
葉
県
＝
石
原
静
・
つ
ぼ
み
幼
稚
園
。

以
上
１
人
。

５
．
全
日
私
幼
連
要
覧
の
作
製
／

２
０
１
０
年
版
の
要
覧
（
Vol. 

23
）
を
作
製

し
、
全
加
盟
園
に
配
布
し
た
。

６
．
保
険
・
福
利
厚
生
に
関
す
る
事
項
／

全
日
私
幼
連
保
険
制
度
の
理
解
を
深
め
、

そ
の
充
実
と
加
入
促
進
を
図
り
実
績
を
あ

げ
た
。

７
．
推
薦
、
協
力
、
後
援
／
○
推
薦
＝
①

平
成
21
年
度
版
・
た
の
し
い
な
つ
や
す

み
（
チ
ャ
イ
ル
ド
本
社
）
②
平
成
21
年
度

版
・
な
つ
の
お
と
も
だ
ち
（
フ
レ
ー
ベ
ル

館
）
③
映
画
「
そ
れ
い
け
ア
ン
パ
ン
マ
ン

　

だ
だ
ん
だ
ん
と
ふ
た
ご
の
星
」（
フ
レ

ー
ベ
ル
館
）
／
協
力
＝
①
平
成
22
年
度
第

64
回
児
童
福
祉
週
間
（
厚
生
労
働
省
）
／

後
援
＝
①
第
３
回
ビ
ル
メ
ン
こ
ど
も
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
（
全
国
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

協
会
）
②
第
４
回
香
川
県
私
学
振
興
大
会

（
香
川
県
私
立
中
学
高
等
学
校
保
護
者
会
）

③
第
25
回
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
（
毎
日

新
聞
社
）
④
第
30
回
全
国
歯
科
保
健
大
会

（
厚
生
労
働
省
）
⑤
子
ど
も
の
虐
待
防
止

推
進
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
に
い
が
た
・
妙

高
（
厚
生
労
働
省
）
⑥
こ
ど
も
環
境
管
理

士
資
格
試
験
（
日
本
生
態
系
協
会
）
⑦
第

９
回
保
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
明
治
安
田
こ
こ

ろ
の
健
康
財
団
）
⑧
第
43
回
全
国
子
ど
も

会
育
成
中
央
会
議
・
研
究
大
会
（
全
国
子

ど
も
会
連
合
会
）
⑨
平
成
22
年
度
「
道
路

ふ
れ
あ
い
月
間
」（
国
土
交
通
省
）
⑩
こ

こ
ろ
を
育
む
総
合
フ
ォ
ー
ラ
ム 

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
（
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
教
育
財
団
）
⑪

第
59
回
全
国
幼
児
教
育
研
究
大
会
（
全
国

幼
児
教
育
研
究
協
会
）
⑫
第
４
回
子
ど
も

身
体
発
達
運
動
指
導
士
養
成
講
習
会
（
日

本
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
協
会
）
⑬
あ
り
が
と

う
！
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
（
株
式
会
社
Ｎ
Ｈ

Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
）
⑭
２
０
０
９ 

親
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
大
阪
（
親
学
推
進
協

会
）
⑮
第
１
回
ユ
ネ
ス
コ
・
ス
ク
ー
ル
全

国
大
会
（
文
部
科
学
省
）
⑯
第
12
回
全
国

学
校
飼
育
動
物
研
究
大
会
（
全
国
学
校
飼

育
動
物
研
究
会
）
⑰
世
界
自
閉
症
啓
発
デ
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ー
２
０
１
０
（
日
本
自
閉
症
協
会
）

■
政
策
委
員
会　

委
員
長
＝
田
中
辰
実
、

副
委
員
長
＝
増
田
修
一
、
入
谷
幸
二
、
委

員
＝
金
沢
友
治
、
滝
田
昌
孝
、
木
嶋
浩
史
、

磯
哲
也
、
伊
藤
徳
久
、
山
口
繁
美
、
徳
本

達
之
、
濱
名
浩
、
立
山
貴
史
、
委
員
会
８

回
開
催

平
成
21
年
度
は
、
補
正
予
算
で
教
育
環

境
の
整
備
や
耐
震
、
エ
コ
改
修
等
の
予
算

が
盛
り
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
幼
児
教
育

の
無
償
化
の
実
現
へ
の
気
運
が
高
ま
っ
た

が
、
政
権
交
代
に
よ
り
政
府
の
政
策
転
換

が
行
な
わ
れ
、「
幼
保
一
体
化
」
の
議
論

が
浮
上
し
私
立
幼
稚
園
を
と
り
ま
く
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
た

年
で
あ
っ
た
。

政
府
予
算
に
つ
い
て
は
、
き
わ
め
て
厳

し
い
状
況
の
中
、
正
副
会
長
、
政
策
委
員

会
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、

私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
助
成
費
補
助
、

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
と
も
に
増
額
と

な
っ
た
。
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
に
つ

い
て
は
、
政
府
予
算
０
・
１
％
の
増
額
と

な
っ
た
が
、
階
層
区
分
の
見
直
し
に
よ
り

第
４
階
層
の
対
象
者
へ
の
減
免
額
は
大
幅

な
削
減
と
な
り
大
き
な
課
題
を
残
し
た
。

地
方
交
付
税
措
置
額
に
つ
い
て
は
１
・７
％

増
と
い
う
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
後
、
急
速
に
議
論
が
進
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
「
幼
保
一
体
化
」
な
ど
の
課
題
に
向

け
て
、
全
日
私
幼
連
と
し
て
は
、
子
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
優
先
す
る
施
策
を
実
現

さ
せ
る
た
め
、
政
府
、
国
会
に
対
し
て
幼

児
教
育
の
重
要
性
を
広
く
訴
え
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
私
立
幼
稚
園
の
振
興
に
関
す
る
事
項

(1)
関
係
国
会
議
員
へ
要
望
(2)
文
部
科
学
大

臣
へ
要
望
(3)
文
部
科
学
省
と
協
議
・
要
望

(4)
第
24
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大
会〔
12
月
9
日
、

来
賓
９
人
、
参
加
者
約 

５
０
０
人
〕
(5)

総
務
大
臣
へ
要
望

２
．
私
立
幼
稚
園
の
政
策
推
進
に
関
す
る

事
項
／
(1)
「
幼
保
一
体
化
」〔
子
ど
も
・

子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会
議
〕
へ
の
対

応
(2)
情
報
提
供
①
幼
児
教
育
の
無
償
化
②

教
育
振
興
基
本
計
画
③
社
会
保
障
審
議
会

④
認
定
こ
ど
も
園
⑤
次
世
代
育
成
支
援
対

策
⑥
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン

３
．
関
係
団
体
、
組
織
に
関
す
る
事
項
／

(1)
全
私
学
連
合
(2)
第
24
回
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
大

会
〔
12
月
9
日
、
記
念
講
演
／
セ
イ
ン 

カ
ミ
ュ
・
タ
レ
ン
ト
〕

４
．
事
業
な
ら
び
に
活
動
に
関
す
る
事
項

／
(1)
第
２
回
都
道
府
県
政
策
担
当
者
会
議

〔
10
月
６
日
、
東
京
都
千
代
田
区
、
出
席

89
人
〕
講
演
／
末
宗
徹
郎
・
総
務
省
自
治

財
政
局
調
整
課
長
、
濵
谷
浩
樹
・
文
部
科

学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育
課
長
、

小
山
竜
司
・
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私

学
部
私
学
助
成
課
長
(2)
第
25
回
設
置
者
・

園
長
全
国
研
修
大
会
〔
10
月
26
日
・
27
日
、

新
潟
県
新
潟
市
〕
研
究
講
座
（
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

■
教
育
研
究
委
員
会　

委
員
長
＝
東
重

満
、
副
委
員
長
＝
亀
ヶ
谷
忠
宏
、
安
達
譲
、

黒
田
秀
樹
、
委
員
＝
関
章
信
、
四
ッ
釡
雅

彦
、
風
間
一
郎
、
田
中
泰
行
、
足
利
静
子
、

宮
下
友
美
惠
、
齋
藤
善
郎
、
松
下
瑞
應
、

中
邑
隆
哉
、
後
藤
和
文
、
委
員
会
＝
32
回

開
催教

育
研
究
委
員
会
が
担
当
し
て
き
た
事

業
は
、
平
成
18
年
度
以
降
、
㈶
全
日
本
私

立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
・
研
究
研

修
委
員
会
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

※
具
体
的
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
㈶
全
日

私
幼
研
究
機
構
の
事
業
報
告
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
経
営
研
究
委
員
会　

委
員
長
＝
藤
田
喜

一
郎
、
副
委
員
長
＝
岡
部
圭
二
、
委
員
＝

豊
田
千
春
、
渡
辺
丈
夫
、
狩
野
良
和
、
齋

藤
紳
悟
、
堀
江
眞
嗣
、
和
田
典
善
、
川
杉

省
三
、
山
中
理
、
河
野
義
範
、
樫
村
文
夫
、

下
苙
敏
大
、
委
員
会
＝
８
回
開
催

平
成
21
年
度
は
、
①
第
25
回
設
置
者
・

園
長
全
国
研
修
大
会
の
企
画
お
よ
び
実
施

②
平
成
21
年
度
私
立
幼
稚
園
経
営
実
態
調

査
の
実
施
と
報
告
書
の
作
成
③
就
業
規
則

関
連
諸
規
程
例
改
訂
④
少
子
化
に
伴
う
学

校
法
人
の
存
続
に
係
る
諸
問
題
の
検
討

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
第
25
回
設
置
者
・
園
長
全
国
研
修
大

会
の
企
画
お
よ
び
実
施
／
平
成
21
年
10
月

26
日
㈪
・
27
日
㈫
の
２
日
間
。
社
団
法
人

新
潟
県
私
立
長
知
園
協
会
の
協
力
の
も

と
、
新
潟
市
・
朱
鷺
メ
ッ
セ
、
ホ
テ
ル
日

５
月
18
日
、
大
分
県
私
立
幼
稚
園
連

合
会
元
会
長
の
武
内
一
美
先
生
（
大
分

県
・
月
隈
幼
稚
園
前
理
事
長
）
が
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
通
夜
は
６
月
10
日
（
木
）、
本
葬

は
６
月
11
日
（
金
）。
会
場
は
長
福
寺

本
堂
で
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
喪
主

は
武
内
和
朋
氏
。

●
訃
報

武
内
一
美
先
生
が
逝
去
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航
新
潟
を
会
場
に
開
催
。
全
国
各
地
か
ら

約
４
５
０
人
の
設
置
者
・
園
長
が
参
加
。

大
会
初
日
は
開
会
式
に
引
き
続
き
、
間
藤

侑
・
新
潟
大
学
名
誉
教
授
・
前
新
潟
青
陵

大
学
大
学
院
臨
床
心
理
学
研
究
科
教
授
か

ら
「
絵
本
を
使
っ
た
幼
児
教
育
戦
略
構

想
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が
な
さ
れ
、
続

い
て
「
行
政
報
告
」
講
師
：
濵
谷
浩
樹
・

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育

課
長
、「
こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
報
告
者
：
吉
田
敬
岳
・
全
日
私

幼
連
会
長
。
翌
日
27
日
は
、「
研
究
講
座

１
（
教
育
）」
指
定
討
論
者
：
田
中
雅
道
・

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理
事
長
、
パ
ネ

リ
ス
ト
：
安
達
譲
・
全
日
私
幼
連
教
育
研

究
副
委
員
長
、
黒
田
秀
樹
・
全
日
私
幼
連

教
育
研
究
副
委
員
長
、
田
中
泰
行
・
教
育

研
究
委
員
会
委
員
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：

亀
ケ
谷
忠
宏
・
教
育
研
究
委
員
会
副
委
員

長
。「
研
究
講
座
２
（
振
興
）」
パ
ネ
リ
ス

ト
：
濵
谷
浩
樹
・
文
部
科
学
省
初
等
中
等

教
育
局
幼
児
教
育
課
長
、
安
家
周
一
・
全

日
私
幼
連
副
会
長
、
中
山
昌
樹
・
認
定
こ

ど
も
園
あ
か
み
幼
稚
園
園
長
、
全
国
認
定

こ
ど
も
園
協
会
事
務
局
長
、
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
：
濱
名
浩
・
全
日
私
幼
連
政
策
委

員
。「
研
究
講
座
３
（
経
営
）」
パ
ネ
リ
ス

ト
：
田
中
規
倫
・
厚
生
労
働
省
雇
用
均
等
・

児
童
家
庭
局
保
育
課
課
長
補
佐
、
雑
賀
竜

一
・
㈱
ク
ロ
ス
ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代

表
取
締
役
、
武
田
正
廣
・
さ
か
き
幼
稚
園

園
長
、
山
中
理
・
経
営
研
究
委
員
会
委
員
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
藤
田
喜
一
郎
・
全

日
私
幼
連
経
営
研
究
委
員
長

２
．
平
成
21
年
度
（
第
21
回
）
私
立
幼
稚

園
経
営
実
態
調
査
の
実
施
・
報
告
書
作
成

／
全
日
私
幼
連
加
盟
園
の
７
７
５
８
園
に

実
施
調
査
票
を
配
布
し
５
１
８
４
園
（
回

収
率
66
・
８
％
）
か
ら
回
答
を
得
た
。
調

査
結
果
を
も
と
に
、
保
育
料
等
の
分
析
を

行
な
い
、
報
告
を
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ら
び
に
要
覧
２
０
１
０
に
て
行
な

っ
た
。
な
お
本
年
度
は
、特
別
支
援
児
数
、

預
か
り
保
育
利
用
者
数
に
関
す
る
調
査
も

実
施
し
た
。

３
．
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
対
応
／

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
に
伴
い
、

設
置
者
・
園
長
と
し
て
考
え
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
（
自
園
の
対
策

と
保
護
者
へ
の
周
知
・
休
園
に
つ
い
て
）

を
ま
と
め
、
全
日
私
幼
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
速
報
版
（
６
月
１
日
付
）
と
改
訂
版

（
９
月
18
日
付
）
を
掲
載
し
、
加
盟
園
へ

周
知
す
る
こ
と
に
努
め
た
。

４
．
就
業
規
則
関
連
諸
規
程
例
改
訂
／
春

原
誠
・
全
日
私
幼
連
顧
問
弁
護
士
、
前
田

英
治
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士
の
協
力
を

得
て
、
労
働
基
準
法
等
の
法
改
正
に
対
応

す
る
た
め
、
平
成
21
年
改
訂
版
を
策
定
。

全
日
私
幼
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
、
次
年
度
に
冊
子
を
作
成
し
、
加
盟
園

に
無
償
配
布
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

５
．
少
子
化
に
伴
う
学
校
法
人
の
存
続
に

係
る
諸
問
題
の
検
討
／
少
子
化
に
伴
う
学

校
法
人
の
今
後
の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
話
し
合
っ
た
。
次
年
度
も
継
続
し
て
協

議
す
る
こ
と
と
し
、
あ
ら
ゆ
る
側
面
か
ら

対
応
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
、
一
定
の
成

果
を
報
告
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

■
広
報
委
員
会　

委
員
長
＝
野
澤
達
也
、

副
委
員
長
＝
奈
良
誉
夫
、
委
員
＝
坂
本　

洋
、
馬
場
章
信
、
榎
本
義
法
、
梅
澤
眞
理
、

田
澤
茂
、
波
岡
伸
郎
、
二
宮
一
朗
、
光
安

則
子
、
菅
原
真
爾
、
委
員
会
＝
15
回
開
催

広
報
委
員
会
の
事
業
は
、
主
に
㈶
全
日

本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構
・
調

査
広
報
委
員
会
に
お
い
て
実
施
し
た
が
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
私
幼
時

報
の
一
部
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
全
日
本

私
立
幼
稚
園
連
合
会
独
自
の
事
業
と
し

て
実
施
し
た
。「
私
幼
時
報
」
を
12
回
、

「
全
日
私
幼
連
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
」
を
11

回
、「
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
」
は
№
１
５
５
〜
№

１
６
５
を
発
行
配
信
し
た
。

今
年
度
は
昨
年
の
委
員
会
で
の
検
討
・
協

議
を
踏
ま
え
各
事
業
を
実
施
し
た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
私
幼
時
報
／
平
成
21
年
度
か
ら
本
格

実
施
と
な
っ
た
免
許
状
更
新
講
習
に
つ
い

て
、
そ
の
周
知
や
講
習
の
認
定
一
覧
を
掲

載
し
た
。
ま
た
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

認
定
こ
ど
も
園
、
幼
保
一
体
化
な
ど
の
情

報
を
適
宜
掲
載
し
た
。
政
府
予
算
対
策
、

全
日
私
幼
連
お
よ
び
研
究
機
構
の
会
議
や

活
動
の
動
向
な
ど
を
掲
載
し
た
。

２
．
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん

３
．
Ｆ
Ａ
Ｘ
速
報
／
主
と
し
て
政
府
予
算

関
連
、
文
部
科
学
省
、
中
央
教
育
審
議
会

な
ど
の
幼
稚
園
教
育
に
か
か
わ
る
最
新
情

報
を
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
同
報
機
能
を
使
い
加
盟
団

体
、
役
員
等
に
い
ち
早
く
配
信
し
た
。
Ｆ

Ａ
Ｘ
速
報
は
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
情
報
の
ひ
ろ
ば
に
も
掲
載
し
て
お
り
加

盟
園
で
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

４
．
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
全
日
私
幼
連
と
㈶

全
日
私
幼
研
究
機
構
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
運
営
し
て
随
時
最
新
情
報
を
発

信
し
た
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
幅

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
り
、
全
日
私
幼
連

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
私
幼
時
報
を
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

５
．
幼
児
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
絵
本
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の
顕
彰

６
．
意
識
調
査
の
実
施

※
全
日
私
幼
研
究
機
構
・
事
業
報
告
と
重

複
す
る
部
分
は
14
〜
15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

■
１
０
２
条
園
対
策
委
員
会　

委
員
長
＝

臼
井
勝
、
副
委
員
長
＝
三
原
進
、
委
員
＝

奥
野
成
賢
、
渡
真
利
彦
文
、
専
門
委
員
＝

小
山
嘉
治
、
伊
藤
夏
夫
、
宇
野
延
明
、
矢

木
一
美
、
井
上
舒
之
、
委
員
会
＝
4
回
開
催

１
０
２
条
園
対
策
委
員
会
の
年
間
事
業

計
画
に
も
と
づ
き
、
現
状
の
諸
問
題
解
決

の
た
め
委
員
会
等
で
検
討
協
議
を
重
ね

た
。
ま
た
、
研
修
会
等
を
通
し
て
情
報
交

換
を
行
な
い
、
年
間
委
員
会
活
動
の
あ
り

方
を
模
索
し
た
。

【
具
体
的
活
動
内
容
】

１
．
平
成
21
年
度
・
都
道
府
県
１
０
２
条

園
研
究
会
議
の
企
画
・
実
施
／
都
道
府
県

団
体
の
１
０
２
条
園
代
表
者
約
60
人
が
集

ま
り
、
平
成
21
年
９
月
18
日
㈮
東
京
・
私

学
会
館
で
開
催
し
た
。「
幼
児
教
育
の
無

償
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、濵
谷
浩
樹
・

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育
局
幼
児
教
育

課
長
が
講
演
。
続
い
て
、「
１
０
２
条
園

に
お
け
る
税
の
諸
課
題
に
つ
い
て
」
と
題

し
て
、
個
人
立
幼
稚
園
と
宗
教
法
人
立
に

分
か
れ
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
な
い
現
状
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
点
や
課
題
に
つ
い
て
討
議
し
た
。

２
．
平
成
21
年
度
・
１
０
２
条
園
研
修
会

の
企
画
・
実
施
／
私
立
幼
稚
園
を
取
り
巻

く
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成

22
年
２
月
12
日
㈮
東
京
・
私
学
会
館
で
開

催
し
、
都
道
府
県
団
体
か
ら
約
80
人
の
先

生
方
が
参
加
さ
れ
、「
今
後
の
全
日
私
幼

連
の
在
り
方
」
と
題
し
て
、
吉
田
敬
岳
・

全
日
本
私
立
幼
稚
園
連
合
会
会
長
が
講

演
。
次
に
、「
幼
児
教
育
の
今
後
」
と
題

し
、
無
藤
隆
・
白
梅
学
園
大
学
子
ど
も
学

部
教
授
が
講
演
。
続
い
て
、
税
の
諸
問
題

な
ら
び
に
青
色
申
告
に
つ
い
て
滑
川
良
一

氏
（
個
人
立
協
議
会
幹
事
長
・
東
京
都
）

よ
り
ご
報
告
い
た
だ
い
た
。

３
．
平
成
21
年
分
・
青
色
申
告
決
算
の
手

引
書
等
の
作
成
／
平
成
21
年
度
分
の
「
青

色
申
告
の
決
算
の
手
引
き
」
を
作
製
し
、

関
係
の
園
に
配
布
し
た
。

■
こ
ど
も
の
豊
か
な
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

構
成
＝
藤
本
明
弘
、
桜
田
真
人
、
生
駒
恭

子
、
秦
賢
志
、
八
田
勝
仁
、
宮
崎
史
郷
、

会
合
＝
１
回
開
催

【
具
体
的
活
動
内
容
】

昨
年
度
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
、

今
年
度
も
引
き
続
き
、
子
ど
も
が
豊
か
に

育
つ
環
境
づ
く
り
の
た
め
の
全
国
的
な
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て
検
討
を
行
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
現
に

む
け
て
、
よ
り
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た

め
「
こ
ど
も
が
ま
ん
な
か
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ

Ｔ
推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
引
き
続
き

検
討
協
議
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

■
Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

構
成
＝
尾
上
正

史
、
牛
島
武
史
、
中
田
俊
澄
、
斉
藤
聖
冶
、

福
井
徹
人
、
会
合
＝
2
回
開
催

【
具
体
的
活
動
内
容
】

Ｉ
Ｔ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
各
都
道
府

県
団
体
や
加
盟
園
へ
の
迅
速
な
情
報
提

供
、
ま
た
は
業
務
の
合
理
化
と
意
思
の
疎

通
を
は
か
る
た
め
、
平
成
21
年
５
月
25
日

に
全
日
私
幼
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
。

○
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
ポ
イ
ン
ト

(1)
ユ
ー
ザ
ー
識
別
機
能
の
追
加
／
全
日
私

幼
連
加
盟
園
、
都
道
府
県
団
体
事
務
局
に

個
別
の
Ｉ
Ｄ
、
パ
ス
ワ
ー
ド
を
配
布
し
、

実
際
に
ロ
グ
イ
ン
し
た
人
物
の
特
定
が
可

能
と
な
っ
た
。
(2)
ユ
ー
ザ
ー
グ
ル
ー
プ
識

別
機
能
／
特
定
の
グ
ル
ー
プ
（
都
道
府
県

団
体
事
務
局
、
加
盟
園
な
ど
）
に
所
属
す

る
ユ
ー
ザ
ー
の
閲
覧
ま
た
は
書
き
込
み
の

制
御
を
行
な
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(3)
回

覧
板
シ
ス
テ
ム
の
導
入
／
「
47
都
道
府
県

団
体
事
務
局
連
絡
ボ
ー
ド
」
を
設
置
し
、

都
道
府
県
団
体
事
務
局
へ
の
連
絡
事
項
ま

た
は
文
書
フ
ォ
ー
ム
等
の
電
子
フ
ァ
イ
ル

を
添
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
務
処
理
の

利
便
性
が
高
ま
っ
た
。
ま
た
、
ど
の
都
道

府
県
団
体
事
務
局
が
閲
覧
し
た
か
、
未
閲

覧
か
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
(4)
情

報
特
急
便
／
情
報
の
ひ
ろ
ば
に
情
報
が
更

新
さ
れ
た
場
合
に
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

登
録
し
て
い
る
幼
稚
園
に
メ
ー
ル
が
配
信

さ
れ
、
よ
り
早
く
情
報
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
３
つ
ま

で
登
録
可
能
。
(5)
新
設
の
コ
ー
ナ
ー
／
①

私
幼
時
報
掲
載
コ
ー
ナ
ー
：
私
幼
時
報
の

最
新
号
を
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
閲
覧
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
約
２
年
分
の
バ

ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
閲
覧
も
可
能
に
な
っ

た
。
②
活
動
と
取
り
組
み
：
全
日
私
幼
連

の
会
議
や
研
修
会
の
概
要
を
掲
載
し
て
い

る
。
③
資
料
室
：
私
立
幼
稚
園
振
興
資
料
、

経
営
実
態
調
査
報
告
を
掲
載
し
て
い
る
。

④
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
：
全
日
私
幼
連
の
会
議

日
程
を
掲
載
し
て
い
る
。
⑤
情
報
の
ひ
ろ

ば
：
時
系
列
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
情
報
を

カ
テ
ゴ
リ
別
に
し
、
さ
ら
に
投
稿
日
や
キ

ー
ワ
ー
ド
で
検
索
が
可
能
と
な
っ
た
。
⑥

サ
イ
ト
内
検
索
：
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力
し

必
要
な
情
報
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
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科　　目 平成 21年度予算額Ａ 平成 21年度決算額Ｂ （Ａ - Ｂ） 備　　考
事業活動収支の部
①　事業活動収入の部
１　基本財産運用収入 140 ,000 137 ,834 2 ,166
基本財産運用収入 140 ,000 137 ,834 2 ,166 基本積立金・大河内・由田利息

２　特定資産運用収入 350 ,000 119 ,052 230 ,948
特定資産運用収入 350 ,000 119 ,052 230 ,948 国際交流・財政運用・退職給付利息

３　受取会費収入 134 ,811 ,660 134 ,811 , 660 0（会費 1園 6,000 円＋園児 70 円×平均園児数）
加盟園数一般会費 134 ,811 ,660 134 ,811 , 660 0

４　事業収入 15 ,016 ,000 14 ,652 , 987 363 ,013
設置者・園長研修会 8,416 ,000 8 ,416 , 000 0 研修会参加費
保険事務手数料 6,600 ,000 6 ,236 , 987 363 ,013 JK 保険

５　受取補助金等収入 16 ,000 ,000 16 ,000 , 000 0
団体研究助成金 16 ,000 ,000 16 ,000 , 000 0 研修福祉会より

６　受取寄付金収入 26 ,300 ,000 31 ,732 , 724 △ 5 ,432 , 724
寄付金収入 6,300 ,000 6 ,300 , 000 0 JK 保険広告料
こどもがまんなかプロジェクト寄付金収入 20 ,000 ,000 25 ,432 , 724 △ 5 ,432 , 724

７　受取雑収入 550 ,000 447 ,337 102 ,663
受取利息 50 ,000 57 ,125 △ 7 ,125
その他 500 ,000 390 ,212 109 ,788

８　他会計からの繰入収入 0 0 0
９　財政運用積立預金取崩収入 21 ,500 ,000 10 ,000 , 000 11 ,500 , 000
10　退職給付引当預金取崩収入 500 ,000 0 500 ,000
事業活動収入計 215 ,167 ,660 207 ,901 , 594 7 ,266 , 066

②　事業活動支出の部
１　事業費支出 157 ,150 ,000 153 ,091 , 960 4 ,058 , 040
①総務関係事業費 72 ,700 ,000 71 ,124 , 314 1 ,575 , 686
総会 6,500 ,000 6 ,488 , 655 11 ,345 会議費・旅費
理事会 10 ,500 ,000 10 ,156 , 971 343 ,029 会議費・旅費 5/12 7/1 9/29 12/1 3/12 3/30
常任理事会 6,400 ,000 7 ,196 , 592 △ 796 ,592 会議費・旅費 4/22 6/30 9/28 11/25 2/22 3/11
団体長会 2,500 ,000 2 ,297 , 966 202 ,034 会議費・旅費 1/26
監事会 750 ,000 433 ,688 316 ,312 会議費・旅費 4/17 11/13
総務委員会 2,300 ,000 2 ,294 , 232 5 ,768 会議費・旅費
諸会議費 8,000 ,000 8 ,284 , 505 △ 284 ,505 会議費・旅費
全私連 1,300 ,000 1 ,100 , 000 200 ,000 分担金・全私学連合
ＯＭＥＰ 100 ,000 100 ,000 0 分担金
全審連 250 ,000 230 ,000 20 ,000 分担金・全国私立学校審議会連合会
表彰事業 3,500 ,000 3 ,236 , 060 263 ,940 勤続表彰・幼児教育実践者表彰
出張費 2,000 ,000 1 ,597 , 020 402 ,980 旅費等
渉外費 500 ,000 552 ,672 △ 52 ,672
要覧事業 5,500 ,000 5 ,382 , 453 117 ,547 印刷費・発送費
地区活動事業 16 ,000 ,000 15 ,879 , 500 120 ,500
奨励事業 6,600 ,000 5 ,894 , 000 706 ,000

②政策関係事業 6,200 ,000 6 ,147 , 788 52 ,212
政策委員会 3,000 ,000 2 ,977 , 221 22 ,779 会議費・旅費
都道府県政策担当者会議 3,200 ,000 3 ,170 , 567 29 ,433

③教育研究関係事業 200 ,000 81 ,200 118 ,800
教育研究委員会 200 ,000 81 ,200 118 ,800 旅費

④経営研究関係事業 16 ,750 ,000 16 ,581 , 704 168 ,296
経営研究委員会 4,000 ,000 3 ,889 , 165 110 ,835 会議費・旅費
設置者・園長研修会 10 ,050 ,000 10 ,039 , 427 10 ,573 会場費等
経営実態調査 2,700 ,000 2 ,653 , 112 46 ,888 調査費

⑤広報関係事業 3,900 ,000 3 ,160 , 325 739 ,675
広報委員会 200 ,000 123 ,620 76 ,380 旅費
会報等発行事業 200 ,000 192 ,150 7 ,850
インターネット事業 3,500 ,000 2 ,844 , 555 655 ,445 ホームページの更新

⑥ 102 条園関係事業 2,300 ,000 2 ,224 , 233 75 ,767
102 条園対策委員会 1,300 ,000 1 ,340 , 803 △ 40 ,803 会議費・旅費
都道府県代表者会議 1,000 ,000 883 ,430 116 ,570 会議費・旅費

⑦団体教育研究関係事業 18 ,500 ,000 18 ,430 , 000 70 ,000
地区別教育研究会 16 ,000 ,000 16 ,000 , 000 0
全日私幼連負担分 2,500 ,000 2 ,430 , 000 70 ,000 財団へ繰入れ・記念品代

全日本私立幼稚園連合会
平成 21年度・収支計算書（一般会計）

平成 21 年４月１日～平成 22 年 3 月 31 日 （単位：円）
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科　　目 平成 21年度予算額Ａ 平成 21年度決算額Ｂ （Ａ - Ｂ） 備　　考
⑧キャンペーン企画関係事業 36 ,600 ,000 35 ,342 , 396 1 ,257 , 604
キャンペーン企画推進費 5,000 ,000 3 ,775 , 606 1 ,224 , 394 会議費、旅費等
キャンペーン事業 31 ,600 ,000 31 ,566 , 790 33 ,210 事業費等

２　管理費支出 51 ,600 ,000 48 ,394 , 151 3 ,205 , 849
給料 33 ,000 ,000 32 ,503 , 414 496 ,586
退職金 500 ,000 0 500 ,000
福利厚生費 4,000 ,000 4 ,198 , 399 △ 198 ,399
事務所費 2,000 ,000 1 ,947 , 730 52 ,270 共益費・水道光熱費等
印刷費 400 ,000 121 ,524 278 ,476 地区教研感謝状
消耗品費 2,000 ,000 1 ,818 , 782 181 ,218
賃借料 2,300 ,000 1 ,681 , 897 618 ,103 PC/WP等リース代
通信費 2,500 ,000 2 ,342 , 597 157 ,403 各種通信費・発送費
交通費 500 ,000 307 ,800 192 ,200 都内交通費
租税公課費 1,850 ,000 1 ,828 , 100 21 ,900 事業税・消費税等
支払手数料 150 ,000 89 ,565 60 ,435 振込手数料
備品費 300 ,000 237 ,839 62 ,161 プロジェクター・棚
顧問料 1,600 ,000 1 ,206 , 690 393 ,310 弁護士・会計士
雑費 500 ,000 109 ,814 390 ,186

３　他会計への繰出支出 5,000 ,000 5 ,000 , 000 0
特別会計へ繰出支出 5,000 ,000 5 ,000 , 000 0

４　特定預金繰入支出 1,100 ,000 1 ,100 , 000 0
財政運用積立預金繰入支出 0 0 0
退職給付引当預金繰入支出 1,100 ,000 1 ,100 , 000 0
キャンペーン預金繰入支出 0 0 0

５　予備費支出 317 ,660 0 317 ,660
事業活動支出計 215 ,167 ,660 207 ,586 , 111 7 ,581 , 549
事業活動収支差額 0 315 ,483 △ 315 ,483
当期収支差額 0 315 ,483 △ 315 ,483
前期繰越収支差額 25 ,370 ,684 25 ,370 , 684 0
次期繰越収支差額 25 ,370 ,684 25 ,686 , 167 △ 315 ,483
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6
月
4
日
午
後
5
時
30
分
か
ら
、
政
府

の
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
検
討
会

議
の
基
本
的
方
向
に
関
す
る
意
見
交
換
会

が
内
閣
府
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

4
月
27
日
に
決
定
さ
れ
た
基
本
的
方
向

に
つ
い
て
、
関
係
団
体
か
ら
意
見
を
聴
取

す
る
も
の
で
、
泉
健
太
内
閣
府
大
臣
政
務

官
、
関
係
省
庁
を
中
心
に
、
全
日
本
私
立

幼
稚
園
連
合
会
、全
国
私
立
保
育
園
連
盟
、

全
国
保
育
協
議
会
、
日
本
保
育
協
会
、
全

国
国
公
立
幼
稚
園
長
会
、
全
国
認
定
こ
ど

も
園
協
会
、全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
、

保
育
園
を
考
え
る
親
の
会
、
子
育
て
ひ
ろ

ば
全
国
連
絡
協
議
会
、
民
間
保
育
事
業
者

子
ど
も
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
意
見
交
換
会
開
か
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
ろ
ば

政　府

（
㈱
J
P
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
）
が
出
席
。

全
日
私
幼
連
か
ら
は
田
中
雅
道
先
生
が
意

見
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、こ
ど
も
指
針（
仮
称
）、

保
育
時
間
と
労
働
時
間
の
あ
り
方
、
研
修

の
あ
り
方
、
民
間
参
入
な
ど
の
是
非
等
に

つ
い
て
議
論
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
関
係

団
体
を
交
え
た
政
府
の
会
議
と
し
て
は
異

例
と
も
い
え
る
約
3
時
間
近
く
の
会
議
と

な
り
、
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
泉
大
臣
政
務
官
か
ら
は
、
こ
の
意

見
交
換
会
を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
全
日
私
幼
連
の

意
見
は
11
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

●
児
童
虐
待
防
止
の
標
語
を
募
集

厚
生
労
働
省
で
は
、
11
月
を
「
児
童
虐

待
防
止
推
進
月
間
」
と
位
置
づ
け
、
児
童

虐
待
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関
心
の
喚
起

を
図
る
た
め
、
集
中
的
な
広
報
・
啓
発
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
標
語
の
公
募
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
合
計
特
殊
出
生
率
１
・
３
７

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
21
年
の
人
口
動

態
統
計
（
概
数
）
を
発
表
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・

３
７
。
平
成
18
年
に
上
昇
し
て
か
ら
は
３

年
連
続
上
昇
し
て
い
ま
し
た
が
、
前
年
と

同
率
と
な
り
ま
し
た
。

 都道府県別にみた合計特殊出生率
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世
界
中
の
あ
ち
こ
ち
に
発
見
さ
れ
て
い

る
、
何
万
年
と
い
う
昔
の
人
類
の
知
的
痕

跡
の
代
表
は
、
岩
壁
に
描
か
れ
た
動
物
や

人
間
の
絵
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
だ

文
字
を
も
た
な
い
人
々
が
自
分
の
思
い
や

経
験
や
願
い
を
表
現
す
る
の
に
、
絵
を
描

く
と
い
う
こ
と
が
ど
ん
な
に
自
然
な
行
為

だ
っ
た
か
を
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
互

い
に
交
流
が
あ
っ
た
は
ず
の
な
い
時
代
と

地
域
に
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
作
品
を

見
る
か
ら
で
す
。

私
は
こ
れ
が
絵
本
の
原
点
だ
と
感
じ
ま

す
。
今
、
絵
本
は
実
に
多
様
で
す
が
、
そ

れ
は
ア
ー
ト
（
わ
ざ
・
技
法
）
表
現
が
多

彩
な
だ
け
で
あ
っ
て
、
作
者
が
「
真
に
描

き
た
い
も
の
」
は
、
経
験
や
興
味
や
面
白

さ
や
願
い
や
祈
り
や
悲
し
み
や
歓
び
や
怒

り
や
笑
い
な
ど
、
つ
ま
り
「
こ
こ
ろ
」
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
絵
本
は
、

何
万
年
前
と
少
し
も
変
わ
っ
て
い
な
い
、

今
も
世
界
中
で
立
派
に
「
現
ナ
マ
」
と
し

て
通
用
す
る
「
こ
こ
ろ
の
知
的
資
源
」
だ

保
育
現
場
の
知
的
資
源
、
そ
れ
は
間
違
い
な
く
「
絵
本
」

間
藤　

侑

新
潟
大
学
名
誉
教
授

と
言
え
ま
す
。
で
も
、
人
類
の
知
的
原
点

と
今
も
つ
な
が
る
絵
本
を
、
唯
一
日
常
的

に
使
っ
て
い
る
保
育
現
場
で
は
、
こ
の
重

要
な
「
知
的
資
源
」
を
ど
ん
な
風
に
有
効

に
使
い
こ
な
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

「
お
ば
け
の
バ
ー
バ
パ
パ
」
と
い
う
絵

本
を
知
ら
な
い
保
育
者
は
多
分
い
な
い
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
数
年
前
、
全
日
私
幼
連

の
関
東
地
区
大
会
の
あ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
、
私
は
こ
の
本
を
使
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
を
試
み
ま
し
た
。
テ
ー
マ
の
一
つ
は

「
あ
な
た
は
な
ぜ
こ
の
絵
本
を
読
み
き
か

せ
た
い
の
か
」
で
し
た
。
こ
れ
は
す
ぐ
ま

と
ま
り
ま
す
。「
自
分
が
好
き
だ
か
ら
」

「
子
ど
も
が
大
好
き
だ
か
ら
」「
い
い
絵
本

と
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
」
な
ど
。
そ
こ
で

次
の
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。
で
は
「
あ
な

た
は
な
ぜ
好
き
か
」「
子
ど
も
が
な
ぜ
好

き
か
」「
な
ぜ
い
い
絵
本
と
評
価
さ
れ
る

の
か
」。こ
の
テ
ー
マ
に
な
る
と
、ま
ず「
そ

ん
な
こ
と
を
深
く
考
え
た
こ
と
な
ど
な
か

っ
た
」
と
い
う
戸
惑
い
が
あ
り
、
や
が
て

い
ろ
ん
な
意
見
が
出
始
め
ま
す
。
こ
の
こ

と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
。
私
は

大
学
院
の
授
業
で
も
、
院
生
の
思
考
力
・

想
像
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
絵
本
を
多
用
し

ま
す
。

「
お
ば
け
の
バ
ー
バ
パ
パ
」
の
人
気
の

秘
密
は
、
６
つ
か
７
つ
は
見
つ
か
り
そ
う

で
す
。
幼
児
の
、
バ
ー
バ
パ
パ
へ
の
同
一

化
過
程
や
、「
し
ょ
う
ぼ
う
じ
ど
う
し
ゃ

じ
ぷ
た
」
と
つ
な
が
る
彼
ら
の
強
い
深
層

的
欲
求
も
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
関
東
地
区

大
会
で
は
誰
も
気
付
き
ま
せ
ん
で
し
た

（
こ
れ
ら
は
次
回
に
触
れ
ま
す
）。

絵
本
は
、
挿
入
さ
れ
る
文
も
短
く
、
時

に
は
文
字
の
無
い
絵
本
も
あ
り
、
実
は
文

字
だ
け
の
物
語
よ
り
料
理
が
難
し
い
こ
と

も
あ
る
の
で
す
。
だ
か
ら
「
な
ぜ
私
は
こ

の
本
が
好
き
な
の
だ
ろ
う
」「
子
ど
も
は

な
ぜ
？
」「
な
ぜ
い
い
絵
本
と
評
価
さ
れ

る
の
か
？
」
と
い
う
問
い
に
つ
い
て
、
お

互
い
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
じ
方
や
想
像
、

イ
メ
ー
ジ
、
論
理
的
な
思
考
を
交
わ
す
こ

と
は
、
保
育
者
と
し
て
の
力
や
セ
ン
ス
を

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
の
に
と
て
も
有
用
と

思
い
ま
す
。
そ
の
場
合
、
絵
本
に
関
す
る

わ
か
り
や
す
い
評
論
（
沢
山
出
版
さ
れ
て

い
る
）
が
手
元
に
少
な
く
と
も
一
冊
あ
る

と
、
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。
議
論
が
煮
詰

ま
っ
て
き
た
頃
に
そ
の
参
考
書
を
開
い
て

み
る
と
、
ま
た
新
し
い
気
付
き
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
料
理
の
材
料
は
保
育
事

例
で
は
な
く
絵
本
で
す
か
ら
、
自
由
に
も

の
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
経
験
者
も
新
人

も
遠
慮
な
く
同
じ
土
俵
に
上
が
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
で
「
お
ば
け
の
バ
ー
バ
パ
パ
」

の
よ
う
に
、
お
話
が
ど
ん
ど
ん
発
展
す
る

本
は
、
読
み
聞
か
せ
る
保
育
者
も
聴
く
子

ど
も
も
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
ペ
ー
ジ
を

め
く
っ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
だ
け

に
、
お
話
を
耳
で
聴
い
て
絵
を
見
て
い
る

子
ど
も
と
読
み
専
門
の
大
人
と
で
は
、
当

然
受
け
取
り
方
が
違
う
は
ず
で
す
が
、
読

み
手
は
、
絵
と
し
て
の
細
か
な
表
現
や
面

白
さ
に
案
外
気
付
い
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
ん
な
風
に
、
絵
本
は
保
育
の

世
界
で
あ
ま
り
に
も
日
常
的
で
簡
単
に
利

用
で
き
る
も
の
だ
け
に
、
案
外
そ
の
価
値

に
注
目
さ
れ
ま
せ
ん
。

有
効
な
「
資
源
」
に
な
っ
て
い
る
か
ど

う
か
ぜ
ひ
お
確
か
め
を
！　
（
つ
づ
く
）

3
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財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

財
団
法
人
全
日
本
私
立
幼
稚
園
幼
児
教
育
研
究
機
構

★
５
・
６
第
12
回
評
議
員
会

　

５
月
６
日
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の

第
12
回
評
議
員
会
が
東
京
・
私
学
会
館
で

開
催
さ
れ
、
44
人
（
う
ち
委
任
状
出
席
4

人
）
の
評
議
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
吉
田

敬
岳
理
事
長
が
招
集
の
あ
い
さ
つ
を
行
な

っ
た
後
、
出
席
し
た
評
議
員
の
互
選
に
よ

り
、
関
章
信
評
議
員
を
議
長
に
選
任
。
議

長
が
定
足
数
を
確
認
し
、開
会
を
宣
言
し
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

○
審
議
案
件

一
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件
／
議
事
録

署
名
人
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
相
田
芳

久
評
議
員
、
岡
本
壯
二
評
議
員
を
選
任
し

ま
し
た
。

二
、
平
成
21
年
度
事
業
報
告
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
21
年
度
収
支
決
算
報
告
の
件
／

本
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案

を
了
承
し
ま
し
た
。

四
、
役
員
の
選
任
の
件
／
役
員
の
選
任
つ

い
て
は
８
地
区
か
ら
選
任
の
理
事
と
し

て
、
以
下
の
者
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
▼

澤
田
豊
氏
（
北
海
道
）
武
田
正
廣
氏
（
秋

田
県
）
石
嶋
昇
氏
（
栃
木
県
）
渡
邉
眞
一

氏
（
神
奈
川
県
）
吉
田
敬
岳
氏
（
愛
知
県
）

田
中
雅
道
氏
（
京
都
府
）
香
川
敬
氏
（
山

口
県
）
園
尾
憲
一
氏
（
鹿
児
島
県
）

○
報
告
案
件

一
、
会
務
運
営
報
告
／
委
員
会
委
員
長
か

ら
委
員
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

★
５
・
７
第
14
回
理
事
会

　

５
月
７
日
、
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の

第
14
回
理
事
会
が
東
京
・
私
学
会
館
で
開

催
さ
れ
、17
人
（
う
ち
委
任
状
出
席
３
人
）

の
理
事
が
出
席
し
ま
し
た
。
吉
田
敬
岳
理

事
長
の
議
長
で
、
審
議
に
移
り
ま
し
た
。

○
審
議
案
件

一
、
議
事
録
署
名
人
選
任
の
件
／
議
事
録

署
名
人
は
、全
員
一
致
を
も
っ
て
前
田
邦
光

理
事
、安
家
周
一
理
事
を
選
任
し
ま
し
た
。

二
、
平
成
21
年
度
事
業
報
告
の
件
／
本
件

に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案
を
了

承
し
ま
し
た
。

三
、
平
成
21
年
度
収
支
決
算
報
告
の
件
／

本
件
に
つ
い
て
審
議
が
行
な
わ
れ
、
原
案

を
了
承
し
ま
し
た
。

四
、
評
議
員
選
出
の
件
／
新
し
い
評
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

五
、
賛
助
会
員
入
会
の
件
／
本
件
に
つ
い

て
審
議
が
行
な
わ
れ
継
続
審
議
と
な
り
ま

し
た
。

○
報
告
案
件　

一
、
会
務
運
営
報
告
／
委
員
会
委
員
長
か

ら
委
員
会
の
活
動
状
況
等
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。（
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
専
務

理
事
・
磐
城
博
司
）

●
理
事
会
・
評
議
員
会
開
か
れ
る

平
成
21
年
度 

事
業
報
告
な
ど
承
認

◇
会
議
の
開
催
／
①
理
事
会
：
第
11
回
５

月
12
日
東
京
・
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス（
出

席
者
19
人
）
第
12
回
７
月 

１
日
東
京
・

九
段
会
館
（
出
席
者
16
人
）
第
13
回
３
月

13
日
東
京
・
私
学
会
館
（
出
席
者
17
人
）

②
評
議
員
会
：
第
９
回
５
月
12
日
東
京
・

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席
者
53
人
）

第
10
回
７
月 

１
日
東
京
・
九
段
会
館
（
出

席
者
47
人
）
第
11
回
３
月
12
日
東
京
・
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
出
席
者
39
人
）
③

監
査
会
：
４
月
17
日
東
京
・
全
日
私
幼
連

事
務
局
（
出
席
者
５
人
）
11
月
13
日
東
京
・

全
日
私
幼
連
事
務
局
（
出
席
者
５
人
）

⑴
幼
児
教
育
に
か
か
わ
る
者
の
資
質
向
上

に
関
す
る
事
業

◇
幼
児
教
育
に
お
け
る
学
校
評
価
の
完
全

実
施
に
向
け
た
事
業
の
企
画
・
検
討
／
▼

平
成
21
年
度
「
全
国
研
究
研
修
担
当
者
会

議
（
平
成
22
年
１
月
22
日
／
京
都
府
）」

に
て
本
財
団
が
作
成
し
た「
私
立
幼
稚
園
・

学
校
評
価
ガ
イ
ド
」
を
活
用
し
た
説
明
・

情
報
交
換
を
行
な
っ
た
。
▼
本
財
団
が
編

著
し
た
「
私
立
幼
稚
園
の
自
己
評
価
と
解

説
（
発
行
：
平
成
18
年
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

の
改
定
版
と
し
て
「
幼
稚
園
に
お
け
る
学

校
評
価
」
を
編
著
し
た
。（
発
行
：
平
成

21
年
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）
▼
文
部
科
学
省
委

託
「
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
の
推
進

に
係
る
調
査
研
究
」
の
受
託
・
交
付
決
定

を
得
、
検
討
協
議
を
重
ね
、「
私
立
幼
稚

園
の
た
め
の
学
校
関
係
者
評
価
参
照
書
」

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構

平
成
21
年
度
事
業
報
告
概
要
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を
作
成
し
た
。

◇
教
員
免
許
更
新
制
の
導
入
に
伴
う
、
免

許
状
更
新
講
習
等
に
つ
い
て
の
企
画
・
検

討
／
▼
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
、

平
成
21
年
度
免
許
状
更
新
講
習
を
「
全
国

89
か
所
」
で
開
催
し
、
３
１
７
４
人
が
受

講
し
た
。
▼
文
部
科
学
省
「
平
成
21
年
度

免
許
状
更
新
講
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
委
託

事
業
」
の
受
託
・
交
付
決
定
を
得
、「
全

国
３
か
所
（
室
蘭
市
、松
江
市
、高
松
市
）」

で
免
許
状
更
新
講
習
必
修
講
習
を
開
催
し

た
。
▼
免
許
状
更
新
講
習
必
修
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
化
に
つ
い

て
検
討
協
議
を
行
な
っ
た
。
▼
平
成
21
年

度
「
免
許
状
更
新
講
習
」
事
業
委
託
費
の

補
助
体
制
を
整
え
、
各
都
道
府
県
団
体
へ

事
業
委
託
費
の
補
助
を
行
な
っ
た
。
▼
平

成
21
年
度「
教
員
免
許
更
新
制
ガ
イ
ド（
増

刷
）」
を
作
成
し
、
各
都
道
府
県
加
盟
園

へ
教
職
員
数
分
を
配
布
し
た
。

◇
全
国
研
究
研
修
担
当
者
会
議
の
実
施
／

平
成
22
年
１
月
22
日
、
京
都
・
京
都
私
学

会
館
を
会
場
に
約
１
３
０
人
の
都
道
府
県

教
育
研
究
担
当
者
ら
の
参
加
を
得
て
開

催
。
研
修
会
当
日
は
開
会
式
の
後
、「
㈶

全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委
員
会
の

活
動
〜
平
成
22
・
23
年
度　

教
育
研
究
課

題
に
つ
い
て
」
東
重
満
・
㈶
全
日
私
幼
研

究
機
構
研
究
研
修
委
員
長
が
報
告
を
行
な

っ
た
。
続
い
て
「
学
校
関
係
者
評
価
〜
私

立
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
関
係
者
評
価
に

つ
い
て
」
を
演
題
に
岩
立
京
子
・
東
京
学

芸
大
学
教
授
が
講
演
。「
教
員
免
許
更
新

制
〜
平
成
21
年
度
・
本
財
団
が
実
施
し
た

免
許
状
更
新
講
習
に
つ
い
て
」
を
演
題
に

田
中
雅
道
・
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理

事
長
が
報
告
。
続
い
て
、
全
体
協
議
と
し

て
「
保
育
者
と
し
て
の
資
質
向
上
研
修
俯

瞰
図
」「
平
成
22
・
23
年
度
教
育
研
究
課

題
」「
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
の
こ
れ
か

ら
」
等
に
つ
い
て
活
発
な
情
報
交
換
・
検

討
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。

◇
「
幼
児
教
育
実
践
学
会
」
設
立
の
検
討
・

準
備
／
平
成
22
年
１
月
23
日
、
京
都
・
京

都
私
学
会
館
を
会
場
に
約
１
３
０
人
の
都

道
府
県
教
育
研
究
担
当
者
ら
の
参
加
を
得

て
「
プ
レ
開
催
・
幼
児
教
育
実
践
学
会
」

を
開
催
。
学
会
当
日
は
開
会
式
の
後
、「
５

歳
児
・
研
究
発
表
」
を
テ
ー
マ
に
大
阪
府

私
立
幼
稚
園
連
盟
、
愛
知
県
私
立
幼
稚
園

連
盟
、
福
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会
か

ら
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。
続
い
て
「
メ
イ

キ
ン
グ
・
オ
ブ
・
研
修
〜
映
像
を
使
い
な

が
ら
研
修
の
メ
イ
キ
ン
グ
に
つ
い
て
学

ぶ
」
を
演
題
に
秋
田
喜
代
美
・
東
京
大
学

大
学
院
教
授
、
岡
健
・
大
妻
女
子
大
学
准

教
授
が
研
修
を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
会
場

ロ
ビ
ー
に
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
〔
５
歳
児
研

究
／
山
梨
県
私
立
幼
稚
園
協
会
、
東
京
都

私
立
幼
稚
園
連
合
会
、
神
奈
川
県
私
立
幼

稚
園
連
合
会
〕
を
行
な
っ
た
。

◇
平
成
21
年
度
地
区
教
研
大
会
の
開
催
／

北
海
道
地
区
＝
全
体
会
：
７
月
28
、
29
日

（
札
幌
市
）
札
幌
ブ
ロ
ッ
ク
：
10
月
16
日
・

17
日
（
札
幌
市
）
道
央
ブ
ロ
ッ
ク
：
8
月

29
日
（
岩
見
沢
市
）
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
：
10

月
10
日
（
登
別
市
）
道
北
ブ
ロ
ッ
ク
：
9

月
26
日
（
旭
川
市
）
道
東
ブ
ロ
ッ
ク
：
10

月
3
日
（
帯
広
市
）
東
北
地
区
＝
10
月
23

日
・
24
日
（
福
島
県
・
い
わ
き
市
）
関
東

地
区
＝
8
月
20
日
・
21
日
（
新
潟
県
・
新

潟
市
）
東
京
地
区
＝
7
月
21
日
・
22
日
（
東

京
都
・
千
代
田
区
）
東
海
・
北
陸
地
区
＝

7
月
30
日
・
7
月
31
日
（
福
井
県
・
福
井

市
）
近
畿
地
区
・
大
阪
地
区
（
合
同
）
＝

8
月
25
日
・
26
日
（
和
歌
山
県
・
和
歌
山

市
）
中
国
地
区
＝
8
月
18
日
・
19
日
（
岡

山
県
・
岡
山
市
）
四
国
地
区
＝
8
月
６
日
・

７
日
（
愛
媛
県
・
松
山
市
）
九
州
地
区
＝

8
月
21
日
・
22
日
（
福
岡
県
・
福
岡
市
）

◇
「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
活
用
周
知
・

頒
布
／
幼
稚
園
に
お
け
る
学
校
評
価
に
伴

い
、
各
教
員
の
研
修
履
歴
等
を
残
れ
る
よ

う
「
研
修
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
周
知
・
活

用
を
行
な
っ
た
。

◇
優
秀
教
員
表
彰
者
制
度
の
実
施
／
本
財

団
「
優
秀
教
員
表
彰
」
制
度
の
創
設
・
施

行
に
伴
い
、
表
彰
者
を
選
定
し
た
。

◇
平
成
22
・
23
年
度
「
教
育
研
究
課
題
」

の
検
討
・
作
成
／
平
成
22
・
23
年
度
「
教

育
研
究
課
題
」
を
作
成
し
、
各
都
道
府
県

へ
の
周
知
に
努
め
た
。

⑵
幼
児
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究

◇
幼
児
教
育
実
践
事
例
研
究
／
「
5
歳
児

研
究
」
に
つ
い
て
、
次
の
都
道
府
県
か
ら

研
究
報
告
が
あ
っ
た
。
東
京
都
私
立
幼
稚

園
連
合
会
、
山
梨
県
私
立
幼
稚
園
協
会
、

神
奈
川
県
私
立
幼
稚
園
連
合
会
、
愛
知
県

私
立
幼
稚
園
連
盟
、
大
阪
府
私
立
幼
稚
園

連
盟
、
福
岡
県
私
立
幼
稚
園
振
興
協
会
、

鹿
児
島
県
私
立
幼
稚
園
協
会

⑶
幼
児
教
育
の
発
展
な
ら
び
に
家
庭
・
地

域
に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
に
関
す
る
広

報
活
動

◇
幼
児
教
育
の
発
展
に
寄
与
す
る
絵
本
の

顕
彰
／
委
員
会
内
に
絵
本
小
委
員
会
を
設

置
し
、
絵
本
に
関
す
る
賞
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
た
。
ま
た
、
表
彰
要
綱
を
作
成

し
「
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
〜
全
国
の
私

立
幼
稚
園
の
先
生
が
選
ん
だ
絵
本
」
を
創

設
し
た
。
全
日
私
幼
連
加
盟
園
に
投
票
用

紙
を
配
布
し
、
絵
本
大
賞
の
周
知
を
行
な
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い
な
が
ら
投
票
・
集
計
を
行
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
10
冊
の
絵
本
が
大
賞
ま
た
は
準

大
賞
に
選
ば
れ
た
。【
大
賞
】
は
ら
ぺ
こ

あ
お
む
し
（
偕
成
社
）、ぐ
り
と
ぐ
ら
（
福

音
館
書
店
）、は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
（
福

音
館
書
店
）、
三
び
き
の
や
ぎ
の
が
ら
が

ら
ど
ん
（
福
音
館
書
店
）、
ぐ
る
ん
ぱ
の

よ
う
ち
え
ん
（
福
音
館
書
店
）【
準
大
賞
】

お
し
い
れ
の
ぼ
う
け
ん
（
童
心
社
）、
お

お
き
な
か
ぶ
（
福
音
館
書
店
）、
ど
う
ぞ

の
い
す
（
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
／
チ
ャ

イ
ル
ド
本
社
）、
わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス

（
こ
ぐ
ま
社
）、
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ

（
ポ
プ
ラ
社
）

◇
意
識
調
査
の
実
施
／
委
員
会
内
に
意
識

調
査
小
委
員
会
を
設
置
し
、「
子
ど
も
の

豊
か
な
生
活
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
ア
ン

ケ
ー
ト
内
容
、
調
査
方
法
等
を
検
討
し

た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
６
月
号
で
は
子
ど

も
の
家
庭
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
ハ
ガ

キ
で
の
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

１
４
４
０
人
か
ら
回
答
を
得
て
９
月
号
に

お
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
と
も
に
解
説

を
掲
載
し
た
。
執
筆
は
秋
田
喜
代
美
東
京

大
学
大
学
院
教
授
。
ま
た
12
月
号
で
は
家

庭
で
の
絵
本
の
活
用
の
仕
方
に
つ
い
て
携

帯
電
話
で
の
サ
イ
ト
か
ら
調
査
を
実
施
し

た
。
そ
の
結
果
、
９
１
０
人
か
ら
回
答
を

得
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
公
表
、
解
説

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
４
月
号
に
掲
載
す
る

予
定
。

⑷
幼
児
教
育
の
発
展
並
び
に
家
庭
・
地
域

に
お
け
る
教
育
力
の
向
上
に
関
す
る
広
報

活
動

◇
Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
の
発
行
（
8
月
を
除

く
11
回
）
／
「
子
ど
も
の
し
あ
わ
せ
を
願

う
親
と
先
生
の
ひ
ろ
ば
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
有
名
人
の
子
育
て
体
験
や
幼
稚
園
体

験
等
を
掲
載
し
て
保
護
者
に
向
け
て
子
育

て
の
ヒ
ン
ト
等
を
提
供
し
て
い
る
。ま
た
、

各
都
道
府
県
団
体
交
代
で
「
育
て
の
心
」

「
ふ
れ
あ
い
」
と
い
う
コ
ラ
ム
を
執
筆
い

た
だ
い
た
。
特
集
で
は
季
節
な
ど
を
ふ
ま

え
た
記
事
や
、
読
者
参
加
の
座
談
会
な
ど

を
掲
載
し
て
保
護
者
へ
の
子
育
て
意
識
向

上
に
努
め
た
。
ま
た
、
紙
上
で
保
護
者
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
な
っ
た
。

◇
私
幼
時
報
の
発
行
（
毎
月
1
回
）
／
平

成
21
年
度
か
ら
本
格
実
施
と
な
っ
た
免
許

状
更
新
講
習
に
つ
い
て
、
そ
の
周
知
や
講

習
の
認
定
一
覧
を
掲
載
し
た
。
ま
た
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
認
定
こ
ど
も
園
、

幼
保
一
体
化
な
ど
の
情
報
を
適
宜
掲
載
し

た
。
政
府
予
算
対
策
、
全
日
私
幼
連
お
よ

び
研
究
機
構
の
会
議
や
活
動
の
動
向
な
ど

を
掲
載
し
た
。

⑸
幼
児
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
等
に
関

す
る
事
業

◇
幼
児
教
育
に
お
け
る
国
際
交
流
等
に
関

す
る
事
業
／
我
が
国
に
お
け
る
幼
児
教
育

の
充
実
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
文
部
科

学
省
担
当
課
等
と
協
力
し
、
私
立
幼
稚
園

教
諭
の
国
際
交
流
、
協
力
に
つ
い
て
研
究

を
行
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
／
Ｊ
ａ

ｐ
ａ
ｎ
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
協
力
に
つ
い
て
検

討
協
議
を
行
な
っ
た
。

⑹
本
財
団
の
組
織
・
運
営
に
関
す
る
中
・

長
期
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
検
討

◇
公
益
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応
／
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
設
置
し
、
本
財
団
の

経
営
基
盤
を
強
化
す
る
た
め
の
新
た
な
外

部
資
金
導
入
方
策
、
財
団
が
実
施
し
て
い

る
加
盟
園
対
象
の
共
益
事
業
の
財
源
の
あ

り
方
、
正
会
員
会
費
、
賛
助
会
員
会
費
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
し
ん
ぶ
ん
友
の
会
会
員
会
費
の
あ

り
方
、
財
団
の
運
用
財
産
（
余
裕
資
金
）

の
活
用
方
策
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

◇
幼
児
教
育
に
関
す
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機

能
の
あ
り
方
／
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を

設
置
し
、
本
財
団
に
お
け
る
幼
児
教
育
の

研
究
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
、
学
識
経

験
者
を
交
え
な
が
ら
文
部
科
学
省
担
当
課

等
と
協
力
し
、
私
立
幼
稚
園
教
諭
の
国
際

交
流
、
協
力
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
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（財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
貸借対照表

平成 22 年 3 月 31 日現在 （単位：円）
科　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部
１. 流動資産

現金・預金 107 ,620 ,462 99 ,916 , 858 7 ,703 , 604
未収入金 9,568 ,678 1 ,752 , 214 7 ,816 , 464
前払金 107 ,390 0 107 ,390

  流動資産合計 117 ,296 ,530 101 ,669 , 072 15 ,627 , 458

２. 固定資産

（1）基本財産
有価証券（国債） 100 ,000 ,000 100 ,000 , 000 0

  基本財産合計 100 ,000 ,000 100 ,000 , 000 0
（2）特定資産

退職給付引当資産 3,275 ,470 3 ,446 , 000 △ 170 ,530
  特定資産合計 3,275 ,470 3 ,446 , 000 △ 170 ,530
（3）その他固定資産

有価証券（国債） 216 ,000 360 ,000 △ 144 ,000
  その他固定資産合計 216 ,000 360 ,000 △ 144 ,000

  固定資産合計 103 ,491 ,470 103 ,806 , 000 △ 314 ,530
  資産合計 220,788 ,000 205 ,475 ,072 15 ,312 ,928

Ⅱ　負債の部

１. 流動負債
前受金 2,892 ,750 2 ,953 , 900 △ 61 ,150
預り金 1,056 ,948 175 ,566 881 ,382

  流動負債合計 3,949 ,698 3 ,129 , 466 820 ,232
２. 固定負債

退職給付引当金 3,275 ,470 3 ,446 , 000 △ 170 ,530
  固定負債合計 3,275 ,470 3 ,446 , 000 △ 170 ,530
  負債合計 7,225 ,168 6 ,575 ,466 649 ,702

Ⅲ　正味財産の部
１. 指定正味財産

寄付金 100 ,000 ,000 100 ,000 , 000 0
  指定正味財産合計 100 ,000 ,000 100 ,000 , 000 0
 （うち基本財産への充当額） （100 ,000 ,000） （100 ,000 ,000） （0）

２. 一般正味財産 113 ,562 ,832 98 ,899 , 606 14 ,663 , 226

  正味財産合計 213,562 ,832 198 ,899 ,606 14 ,663 ,226

  負債及び正味財産合計 220,788 ,000 205 ,475 ,072 15 ,312 ,928
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（財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
正味財産増減計算書

平成 21 年４月１日～平成 22 年 3 月 31 日 （単位：円）
科　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１. 経常増減の部
（1）経常収益

１　基本財産運用収入 1,247 ,022 1 ,247 , 022 0
基本財産運用収入 1,247 ,022 1 ,247 , 022 0
運用財産運用収入 0 0 0

２　会費収入 67 ,461 ,390 69 ,394 , 000 △ 1 ,932 , 610
正会員会費収入 0 0 0
賛助会員会費収入 800 ,000 1 ,000 , 000 △ 200 ,000
友の会会員会費収入 66 ,661 ,390 68 ,394 , 000 △ 1 ,732 , 610

３　事業収入 35 ,668 ,278 3 ,786 , 214 31 ,882 , 064
全国研究研修担当者会議支出 560 ,000 2 ,034 , 000 △ 1 ,474 , 000
教員免許更新モデル事業支出 0 1 ,752 ,214 △ 1 ,752 , 214
免許状更新講習開設事業費等補助金支出 1,401 ,100 0 1 ,401 , 100
教員免許更新講習受講料支出 24 ,768 ,500 0 24 ,768 , 500
幼稚園における学校評価の推進に係る調査研究事業支出 8,938 ,678 0 8 ,938 , 678

４　補助金収入 60 ,980 ,000 61 ,000 , 000 △ 20 ,000
日宝協助成金等収入 43 ,000 ,000 43 ,000 , 000 0
私学研修福祉会助成金収入 0 12 ,000 ,000 △ 12 ,000 , 000
全日私幼連助成金収入 0 6 ,000 ,000 △ 6 ,000 , 000
地区別研修会助成金収入 17 ,980 ,000 0 17 ,980 , 000

５　寄付金収入 0 0 0
寄付金収入 0 0 0

６　雑収入 6,027 ,049 6 ,904 , 282 △ 877 ,233
受取利息収入 76 ,579 220 ,044 △ 143 ,465
その他収入 5,950 ,470 6 ,684 , 238 △ 733 ,768

経常収益計 171 ,383 ,739 142 ,331 , 518 29 ,052 , 221

（2）経常費用
１　事業費 148 ,902 ,299 103 ,416 , 043 45 ,486 , 256
研究研修費支出 36 ,658 ,002 35 ,858 , 779 799 ,223
研究研修委員会 5,554 ,622 5 ,158 , 877 395 ,745
地区別研修会助成 17 ,980 ,000 18 ,000 , 000 △ 20 ,000
全国研究研修担当者会議 3,178 ,639 4 ,799 , 946 △ 1 ,621 , 307
都道府県研修会助成金 257 ,705 549 ,680 △ 291 ,975
研修システム調査研究事業 0 4 ,716 ,123 △ 4 ,716 , 123
教員免許更新モデル事業 0 2 ,217 ,394 △ 2 ,217 , 394
学校評価ガイドライン研究事業 0 416 ,759 △ 416 ,759
免許状更新講習開設事業 0 0 0
幼稚園における学校評価の推進に係る調査研究事業 8,200 ,806 0 8 ,200 , 806

調査広報費支出 66 ,712 ,489 67 ,557 , 264 △ 844 ,775
調査広報委員会 3,139 ,423 2 ,498 , 650 640 ,773
広報費 61 ,940 ,132 62 ,951 , 598 △ 1 ,011 , 466
家庭教育力向上事業 1,299 ,194 1 ,702 , 766 △ 403 ,572
紀要費 333 ,740 404 ,250 △ 70 ,510

教員免許更新講習事業費支出 24 ,583 ,869 0 24 ,583 , 869
人件費・福利厚生費支出 20 ,690 ,204 0 20 ,690 , 204
事務費 257 ,735 0 257 ,735

２　管理費 7,818 ,214 30 ,963 , 808 △ 23 ,145 , 594
総務費支出 5,245 ,707 7 ,242 , 075 △ 1 ,996 , 368
理事会 698 ,068 2 ,037 , 800 △ 1 ,339 , 732
評議員会 1,784 ,333 4 ,620 , 843 △ 2 ,836 , 510
監事会 259 ,946 344 ,560 △ 84 ,614
諸会議費 2,503 ,360 238 ,872 2 ,264 , 488

人件費・福利厚生費支出 1,799 ,148 22 ,510 , 215 △ 20 ,711 , 067
退職給付引当金繰入支出 0 300 ,000 △ 300 ,000
事務費支出 773 ,359 911 ,518 △ 138 ,159

経常費用計 156 ,720 ,513 134 ,379 , 851 22 ,340 , 662
当期経常増減額 14 ,663 ,226 7 ,951 , 667 6 ,711 , 559

2. 経常外増減の部
（1）経常外収益

経常外収益計 0 0 0
（2）経常外費用

経常外費用計 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0

当期一般正味財産増減額 14 ,663 ,226 7 ,951 , 667 6 ,711 , 559
一般正味財産期首残高 98 ,899 ,606 90 ,947 , 939 7 ,951 , 667
一般正味財産期末残高 113 ,562 ,832 98 ,899 , 606 14 ,663 , 226

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 100 ,000 ,000 100 ,000 , 000 0
指定正味財産期末残高 100 ,000 ,000 100 ,000 , 000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 213,562 ,832 198 ,899 ,606 14 ,663 ,226
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正味財産増減計算書内訳表
平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月 31 まで （単位：円）

科目
公益目的事業会計 収益事業等会計

法人会計
内部取引
控除

合計教員免許
更新事業

調査
研究事業

PTAしんぶん
発行事業

家庭の教育力
向上事業 共通 小計 私幼時報

発行事業
地区別研修会
助成事業

研究研修担当者
会議事業

学校評価
調査研究事業 紀要費 共通 小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部
１. 経常増減の部
（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,247,022 1,247,022
特定資産運用益 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取会費 0 0 66,661,390 0 0 66,661,390 0 0 0 0 0 0 0 800,000 67,461,390
正会員会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
賛助会員会費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 800,000 800,000
友の会会員会費 0 0 66,661,390 0 0 66,661,390 0 0 0 0 0 0 0 0 66,661,390
事業収益 26,169,600 0 0 0 0 26,169,600 0 0 560,000 8,938,678 0 0 9,498,678 0 35,668,278
全国研究研修担当者会議 0 0 0 0 0 0 0 0 560,000 0 0 0 560,000 0 560,000
免許更新受講料 24,768,500 0 0 0 0 24,768,500 0 0 0 0 0 0 0 0 24,768,500
免許状更新講習開設事業等補助金 1,401,100 0 0 0 0 1,401,100 0 0 0 0 0 0 0 0 1,401,100
幼稚園における学校評価の推進に係る調査研究事業 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8,938,678 0 0 8,938,678 0 8,938,678

受取補助金等 0 0 32,000,000 0 0 32,000,000 11,000,000 17,980,000 0 0 0 0 28,980,000 0 60,980,000
日宝協助成金等 0 0 32,000,000 0 0 32,000,000 11,000,000 0 0 0 0 0 11,000,000 0 43,000,000
地区別研修会助成金 0 0 0 0 0 0 0 17,980,000 0 0 0 0 17,980,000 0 17,980,000
受取負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
受取寄付金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
雑収益 0 884,940 0 0 0 884,940 4,895,000 0 0 0 0 0 4,895,000 247,109 6,027,049
利息 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 76,579 76,579
広告料・印税等 0 884,940 0 0 0 884,940 4,895,000 0 0 0 0 0 4,895,000 170,530 5,950,470

経常収益計 26,169,600 884,940 98,661,390 0 0 125,715,930 15,895,000 17,980,000 560,000 8,938,678 0 0 43,373,678 2,294,131 171,383,739
（２）経常費用
事業費 30,167,746 6,493,848 54,454,505 5,377,843 0 96,493,942 17,445,376 20,703,505 3,910,913 9,775,061 573,502 0 52,408,357 0 148,902,299
役員報酬 2,250,000 500,000 3,875,000 500,000 0 7,125,000 1,625,000 1,500,000 250,000 875,000 125,000 0 4,375,000 0 11,500,000
給料手当 1,365,539 303,453 2,351,762 303,454 0 4,324,208 986,223 910,360 151,727 531,043 75,863 0 2,655,216 0 6,979,424
臨時雇賃金 1,155,760 0 0 0 0 1,155,760 0 0 0 0 0 0 0 0 1,155,760
退職給付費用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
福利厚生費 432,544 96,121 744,937 96,120 0 1,369,722 312,393 288,363 48,060 168,212 24,030 0 841,058 0 2,210,780
会議費 262,010 416,816 0 83,935 0 762,761 0 0 455,878 280,712 0 0 736,590 0 1,499,351
旅費交通費 857,370 5,136,966 0 3,061,340 0 9,055,676 0 0 2,589,218 3,422,191 0 0 6,011,409 0 15,067,085
通信運搬費 4,372,859 840 17,042,759 100,805 0 21,517,263 8,235,216 0 12,603 1,406,360 5,300 0 9,659,479 0 31,176,742
消耗什器備品費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
消耗品費 273,252 0 1,017,639 311,850 0 1,602,741 0 0 0 62,731 0 0 62,731 0 1,665,472
修繕費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
印刷製本費 1,193,566 0 27,644,751 477,802 0 29,316,119 6,203,262 0 0 3,025,386 328,440 0 9,557,088 0 38,873,207
燃料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
光熱水料費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
賃借料 804,911 39,652 39,652 39,652 0 923,867 24,782 24,782 24,782 0 14,869 0 89,215 0 1,013,082
保険料 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
諸謝金 316,800 0 0 0 0 316,800 0 0 366,663 0 0 0 366,663 0 683,463
租税公課 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
支払負担金 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
支払助成金 0 0 0 0 0 0 0 17,980,000 0 0 0 0 17,980,000 0 17,980,000
支払寄付金 0 0 1,330,005 0 0 1,330,005 0 0 0 0 0 0 0 0 1,330,005
委託費 16,816,640 0 402,885 0 17,219,525 0 0 0 0 0 0 0 0 17,219,525
雑費 66,495 0 408,000 0 0 474,495 58,500 0 11,982 3,426 0 0 73,908 0 548,403
管理費 0 0 7,818,214 7,818,214
役員報酬 0 0 1,000,000 1,000,000
給料手当 0 0 606,906 606,906
退職給付費用 0 0 0 0
福利厚生費 0 0 192,242 192,242
会議費 0 0 1,333,443 1,333,443
旅費交通費 0 0 3,732,264 3,732,264
通信運搬費 0 0 101,931 101,931
消耗什器備品費 0 0 0 0
消耗品費 0 0 302,943 302,943
修繕費 0 0 0 0
印刷製本費 0 0 0 0
燃料費 0 0 0 0
光熱水料費 0 0 0 0
賃借料 0 0 237,910 237,910
保険料 0 0 0 0
諸謝金 0 0 180,000 180,000
租税公課 0 0 0 0
支払負担金 0 0 0 0
支払寄付金 0 0 0 0
支払利息 0 0 0 0
雑費 0 0 130,575 130,575

経常費用計 30,167,746 6,493,848 54,454,505 5,377,843 0 96,493,942 17,445,376 20,703,505 3,910,913 9,775,061 573,502 0 52,408,357 7,818,214 156,720,513
評価損益等調整前当期経常増減額
基本財産評価損益等
特定資産評価損益等
投資有価証券評価損益等
評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常増減額 △3,998,146 △5,608,908 44,206,885 △5,377,843 0 29,221,988 △1,550,376 △2,723,505 △3,350,913 △836,383 △573,502 0 △9,034,679 △5,524,083 14,663,226

２．経常外増減の部 0
（１）経常外収益 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（２）経常外費用 0

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △3,998,146 △5,608,908 44,206,885 △5,377,843 0 29,221,988 △1,550,376 △2,723,505 △3,350,913 △836,383 △573,502 0 △9,034,679 △5,524,083 14,663,226
一般正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 98,899,606 98,899,606
一般正味財産期末残高 △3,998,146 △5,608,908 44,206,885 △5,377,843 0 29,221,988 △1,550,376 △2,723,505 △3,350,913 △836,383 △573,502 0 △9,034,679 93,375,523 113,562,832

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
指定正味財産期首残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100,000,000 100,000,000
指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 100,000,000 100,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 △3,998,146 △5,608,908 44,206,885 △5,377,843 0 29,221,988 △1,550,376 △2,723,505 △3,350,913 △836,383 △573,502 0 △9,034,679 193,375,523 213,562,832
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財務諸表に対する注記

1. 重要な会計方針
 （1）有価証券の評価基準および評価方法
 満期保有目的の債券・・・償却原価法（定額法）によっている。
 （2）引当金の計上基準
 退職給付引当金・・・期末退職給与の自己都合要支給額に相当する金額を計上している。
 （3）消費税等の会計処理
 消費税等の会計処理は、税込方式によっている。
2. 基本財産および特定資産の増減額およびその残高
　基本財産および特定資産の増減額およびその残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
預金 0 0 0 0
有価証券（国債） 100 ,000 ,000 0 0 100 ,000 , 000
小計 100 ,000 ,000 0 0 100 ,000 , 000

特定資産
退職給付引当資産 3,446 ,000 0 170 ,530 3 ,275 , 470
小計 3,446 ,000 0 170 ,530 3 ,275 , 470
合計 103 ,446 ,000 0 170 ,530 103 ,275 , 470

3. 基本財産および特定資産の財源等の内訳
　基本財産および特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 当期末残高 （うち指定正味財産からの充当額） （うち一般正味財産からの充当額） （うち負債に対応する額）

基本財産
有価証券（国債） 100 ,000 ,000 （100 ,000 ,000） 0 -
小計 100 ,000 ,000 （100 ,000 ,000） 0 -

特定資産
退職給付引当資産 3,275 ,470 0 0 （3 ,275 ,470）
小計 3,275 ,470 0 0 （3 ,275 ,470）
合計 103 ,275 ,470 （100 ,000 ,000） 0 （3 ,275 ,470）

4. 債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高および当該債権の当期末残高（貸倒引当金を直接控除した残額
　のみを記載した場合）
　債権の債権金額、貸倒引当金の当期末残高および当該債権の当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 債権金額 貸倒引当金の当期末残高 債権の当期末残高

未収入金（受託金・広告費） 9,568 ,678 0 9 ,568 , 678
合計 9,568 ,678 0 9 ,568 , 678

5. 満期保有目的の債券の内訳ならびに帳簿価額、時価および評価損益
　満期保有目的の債券の内訳ならびに帳簿価額、時価および評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）
科　目 帳簿価額 時価 評価損益

有価証券（国債） 100 ,000 ,000 } 101 ,550 ,000 1 , 334 , 000 
有価証券（国債） 216 ,000 

合計 100 ,216 ,000 101 ,550 , 000 1 , 334 , 000 

6. 補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額および残高
　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額および残高は、次のとおりである。

（単位：円）
補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 貸借対照表上の記載区分

助成金
日宝協助成金 日本宝くじ協会 0 43 ,000 , 000 43 , 000 , 000 0 -
地区別研修会助成金（財）私学研修福祉会 0 16 ,000 , 000 16 , 000 , 000 0 -
地区別研修会助成金 全日本私立幼稚園連合会 0 1 ,980 , 000 1 , 980 , 000 0 -

合計 0 60 ,980 , 000 60 , 980 , 000 0 
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（財）全日本私立幼稚園幼児教育研究機構
財産目録

平成 22 年 3 月 31 日現在 （単位：円）
貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金　　額

Ⅰ　資産の部
（流動資産）

現金 手元保管 運転資金として 2,774 ,693
預金 普通預金・三菱東京UFJ 銀行 運転資金として 34 ,938 ,201
預金 普通預金・三菱東京UFJ 銀行 運転資金として 24 ,819 ,005
預金 普通預金・三菱UFJ 信託銀行 運転資金として 5,088 ,563
預金 定期預金・三菱東京UFJ 銀行 運転資金として 40 ,000 ,000
未収入金 未収入金 9,568 ,678
前払金 前払金 107 ,390
　流動資産合計 117 ,296 ,530

（固定資産）
基本財産
有価証券 国債 100 ,000 ,000
　基本財産合計 100 ,000 ,000
特定資産
　退職給付引当資産 普通預金　三菱UFJ 信託銀行 事務局員の退職金の支払いに備えた預金 3 ,275 ,470
　特定資産合計 3,275 ,470
その他固定資産
有価証券 国債 216 ,000
　その他固定資産合計 216 ,000
　固定資産合計 103 ,491 ,470
　資産合計 220,788 ,000

Ⅱ　負債の部
（流動負債）

前受金 しんぶん友の会費 PTAしんぶん友の会費前受け分 2 ,892 ,750
預り金 社会保険料・免許更新受託費 事務局員の社会保険料預り金及び、免許更新講習受託費超過分 1 , 056 , 948
　流動負債合計 3,949 ,698

（固定負債）
退職給付引当金 事務局員に対するもの 事務局員の退職金の支払いに備えたもの 3 ,275 ,470
　固定負債合計 3,275 ,470
　負債合計 7,225 ,168

　正味財産合計 213,562 ,832
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資料
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第
１
回
幼
児
教
育
実
践
学
会
（
仮
称
）
を
開
催

平
成
22
年
度
幼
少
研
夏
期
講
座

〈
第
89
回
新
幼
児
教
育
講
座
〉

㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
研
究
研
修
委
員
長　

東 

重
満

財
団
法
人
幼
少
年
教
育
研
究
所
で

は
、
平
成
22
年
度
幼
少
研
夏
期
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ
：
あ
な
た
の
保
育
、
い
ま
一

度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
〜
子

ど
も
・
い
の
ち
・
あ
そ
び
・
学
び
▼
期

日
：
２
０
１
０
年
８
月
３
日
㈫
・
４
日

㈬
▼
場
所
：
東
京
家
政
大
学
（
東
京
都

い
よ
い
よ
８
月
に
「
仮
称
・
幼
児
教
育

実
践
学
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
既
に

ご
案
内
の
通
り
、
本
学
会
を
立
ち
上
げ
る

た
め
に
、
本
年
１
月
に
京
都
に
お
き
ま
し

て
各
都
道
府
県
の
研
究
研
修
担
当
の
先
生

方
を
中
心
に
プ
レ
学
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
本
学
会
の
趣
旨
や
方
向

性
に
つ
い
て
確
認
し
た
う
え
で
、
５
歳
児

研
究
の
成
果
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
は
保
育
実
践
者
が
研
修
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
秋
田
喜
代
美
先

生
（
東
京
大
学
）
岡
健
先
生
（
大
妻
女
子

大
学
）
を
中
心
と
し
て
検
討
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
財
団
の
外
部
理
事
で
も
あ

り
ま
す
秋
田
、
岡
両
先
生
の
ご
指
導
や
研

究
研
修
委
員
会
を
中
心
と
し
た
議
論
、
幼

児
教
育
充
実
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

答
申
を
受
け
、
本
学
会
の
趣
旨
お
よ
び
使

命
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
ず
、
今
日
の
、
子
ど
も
や
子
育
て
を
す

る
保
護
者
を
取
り
巻
く
環
境
の
厳
し
さ
や

難
し
さ
が
増
す
状
況
に
あ
っ
て
、
子
ど
も

の
幸
福
を
守
る
た
め
に
幼
児
教
育
実
践
の

現
場
を
担
う
私
た
ち
実
践
者
が
、
研
究
者

を
は
じ
め
と
し
た
関
係
者
と
連
携
協
力
の

輪
を
広
げ
な
が
ら
、
幼
児
教
育
の
一
層
の

充
実
を
図
る
た
め
学
び
合
い
研
究
を
深
め

る
場
を
継
続
的
に
設
け
る
こ
と
。そ
し
て
、

本
学
会
は
学
び
合
い
や
研
究
の
対
象
を

「
実
践
や
臨
床
」
に
集
中
し
て
取
り
組
み
、

研
究
者
や
行
政
、
幼
児
教
育
に
関
係
す
る

す
べ
て
の
人
々
や
機
関
と
の
連
携
協
力
が

一
層
拡
充
す
る
エ
ン
ジ
ン
と
し
て
の
役
割

を
果
た
す
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
将
来
的

に
は
研
究
の
実
績
や
情
報
発
信
が
充
実
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
幼
児

教
育
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
の
機
能
を

発
揮
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
会
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で

地
域
や
ブ
ロ
ッ
ク
毎
に
収
斂
し
て
い
た
研

修
や
研
究
の
成
果
を
、
全
国
津
々
浦
々
か

ら
団
体
の
代
表
者
は
も
と
よ
り
、
会
員
園

の
単
位
で
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

相
互
の
情
報
交
換
が
大
き
な
力
動
性
を
と

も
な
っ
て
拡
充
す
る
こ
と
、
地
域
を
超
え

て
課
題
や
悩
み
を
共
有
し
次
の
一
歩
の
踏

み
出
し
へ
の
契
機
に
な
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
と
お
り
研
究
発
表

の
要
項
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
な
に
ぶ
ん

に
も
第
1
回
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に

「
た
ど
た
ど
し
さ
」
や
不
十
分
さ
を
と
も

な
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
ま
ず
は
暑
い
東
京
で
の
大
会
に
熱

い
思
い
で
ご
参
加
い
た
だ
き
、
今
後
に
繋

が
る
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
れ
ば
と

存
じ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

第
１
回
大
会
の
開
催
に
際
し
、
東
京
家

政
大
学
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
本
学
会
に
先
立
ち
大
変
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
大
澤
力
先
生
が
主
管
さ

れ
て
い
る
研
修
会
（
上
記
）
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
情
報
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

（
札
幌
市
・
美
晴
幼
稚
園
）

板
橋
区
加
賀
１
―
18
―
１
）▼
参
加
費
：

１
５
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
：
財
団
法
人
幼

少
年
教
育
研
究
所
（
電
話
：
０
３

-

３
２
０
８-

８
６
７
１
）

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
2.ocn.ne.jp/̃yosyoken/

●
幼
児
教
育
実
践
学
会
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５
月
26
日
正
午
、
東
京
・
私
学
会
館
に

お
い
て
「
よ
う
ち
え
ん
絵
本
大
賞
・
表
彰

式
」
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

北
條
泰
雅
㈶
全
日
私
幼
研
究
機
構
副
理

事
長
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
吉
田

敬
岳
理
事
長
か
ら
「
幼
稚
園
で
子
ど
も
た

ち
は
、
絵
本
に
出
会
う
と
ま
ず
、
そ
の
世

界
へ
旅
立
ち
ま
す
。
そ
し
て
そ
こ
で
十
分

遊
ん
で
、
ま
た
、
現
実
の
世
界
へ
と
帰
っ

て
き
ま
す
。
絵
本
は
子
ど
も
た
ち
に
『
心

の
し
ず
く
』
与
え
て
く
れ
ま
す
。
全
国
の

私
立
幼
稚
園
の
先
生
た
ち
が
子
ど
も
た
ち

に
読
み
聞
か
せ
た
い
、
読
ん
で
ほ
し
い
10

冊
の
絵
本
を
選
び
ま
し
た
。
そ
の
絵
本
を

生
み
出
し
て
く
だ
さ
っ
た
出
版
社
の
皆
さ

ん
を
お
招
き
し
て
、
こ
こ
に
表
彰
式
を
行

な
う
こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。」

と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。
前
田
邦
光
理
事
か

ら
大
賞
・
準
大
賞
の
発
表
が
あ
り
、
吉
田

理
事
長
か
ら
絵
本
の
代
表
者
に
盾
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
選
ば
れ
た
絵
本
の
代
表
者

と
し
て
出
版
社
の
方
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
▼
偕
成
社
編
集
部
・
和
田
知
子

様
▼
福
音
館
書
店
代
表
取
締
役
社
長
・
塚

田
和
敏
様
、
月
刊
誌
編
集
部
長
・
米
山
博

久
様
、
こ
ど
も
の
と
も
第
一
編
集
部
編
集

長
・
川
崎
康
男
様
▼
童
心
社
編
集
長
・
下

園
昌
彦
様
▼
ひ
さ
か
た
チ
ャ
イ
ル
ド
常
務

取
締
役
・
杉
山
和
彦
様
▼
こ
ぐ
ま
社
代
表

取
締
役
社
長
・
吉
井
康
文
様
▼
ポ
プ
ラ
社

児
童
書
編
集
局
・
小
堺
加
奈
子
様

受
賞
さ
れ
た
絵
本
を
代
表
し
て
福
音
館

書
店
代
表
取
締
役
社
長
の
塚
田
和
敏
様
か

ら
「
今
回
表
彰
し
て
い
た
だ
い
た
絵
本
は

ど
れ
も
１
９
６
０
〜
７
０
年
代
出
版
の
ロ

ン
グ
セ
ラ
ー
ば
か
り
で
す
。
良
い
も
の
は

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
と
続
け
、
ま
た
、

新
し
い
も
の
も
出
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
そ
ん
な
私
た
ち
の

大
き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。」
と
の
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
田
中
雅
道
副
理
事
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
で
終
了
し
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
委
員
・
波
岡
伸
郎
）

㈶全日本私立幼稚園幼児教育研究機構

ようちえん絵本大賞
～全国の私立幼稚園の先生が選んだ絵本～

表　彰　式

ようちえん絵本大賞
～全国の私立幼稚園の先生が選んだ絵本～

▶ようちえん絵本大賞に選ばれた絵本を代表して
出版社の皆様がご臨席くださいました。

▶㈱福音館書店の塚田和敏代表取
締役社長からごあいさつを頂戴
しました。

▶𠮷田理事長から盾が授与されました。
 絵本の名前、作者名、出版社名 

【大賞】
はらぺこあおむし
　エリック=カール／作 　もり ひさし／訳　出版社／偕成社

ぐりとぐら
　中川李枝子／文　大村百合子／絵 　出版社／福音館書店

はじめてのおつかい
　筒井 頼子／作　林 明子／絵　出版社／福音館書店

三びきのやぎのがらがらどん
　マーシャ・ブラウン／絵　せた ていじ／訳　出版社／福音館書店

ぐるんぱのようちえん
　西内 みなみ／作　堀内 誠一／絵　出版社／福音館書店

【準大賞】
おしいれのぼうけん
　古田 足日／作　田畑 精一／絵　出版社／童心社

おおきなかぶ
　内田 莉莎子／再話　佐藤 忠良／画　出版社／福音館書店

どうぞのいす
　香山 美子／作　柿本 幸造／絵　出版社／ひさかたチャイルド社

わたしのワンピース
　にしまき かやこ／文・絵　出版社／こぐま社

ねずみくんのチョッキ
　なかえ よしを／作　上野 紀子／絵　出版社／ポプラ社
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長
野
県
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
新
設
は

温
度
差
も
あ
り
各
園
に
ま
か
さ
れ
て
い
た

の
が
実
情
で
し
た
。
し
か
し
Ｉ
Ｔ
全
盛
の

昨
今
、
県
の
パ
ソ
コ
ン
導
入
へ
の
助
成
の

後
押
し
も
あ
り
協
会
で
は
大
切
な
情
報
源

で
あ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
新
設
・
充
実
に

力
を
入
れ
る
べ
く
、
平
成
20
年
度
に
専
門

委
員
会
を
立
ち
あ
げ
ま
し
た
。
い
う
ま
で

も
な
く
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
情
報
は
、

利
用
者
に
と
っ
て
必
要
な
時
に
必
要
な
も

の
だ
け
手
に
入
れ
ら
れ
る
と
い
う
利
点
が

あ
り
ま
す
。
他
県
か
ら
の
転
入
に
あ
た
っ

て
の
幼
稚
園
探
し
に
は
特
に
効
果
的
な
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
特
出
し
て
約
40
年
間
に
わ
た

り
家
庭
教
育
支
援
に
携
わ
っ
て
き
た
協
会

の
機
関
誌
「
お
さ
な
ご
」
の
中
か
ら
、
し

つ
け
や
病
気
・
子
育
て
全
般
に
関
す
る
Ｑ

＆
Ａ
と
リ
ン
ク
し
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
調
べ

ら
れ
る
よ
う
に
計
画
中
で
す
。
加
え
て
未

開
設
園
に
は
１
０
０
％
の
導
入
を
目
指
し

協
会
と
し
て
方
策
を
検
討
中
で
す
。

ま
た
、
幼
児
教
育
専
門
員
に
よ
る
県
内

の
園
訪
問
の
ブ
ロ
グ
は
好
評
で
、
保
護
者

か
ら
励
ま
し
の
声
を
聞
く
事
は
う
れ
し
い

こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
昨
年
度
新
設
し
た

幼
稚
園
か
ら
は
「
新
入
園
児
が
今
年
度
の

倍
に
な
り
ま
し
た
」
と
喜
び
の
声
も
届
い

て
い
ま
す
。
こ
の
事
実
は
、
主
た
る
要
因

で
は
な
い
に
し
て
も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

確
実
に
選
択
肢
と
し
て
効
果
が
あ
る
こ
と

が
実
証
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
喜
び
と
共

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

一
層
の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
本
協
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
。
よ
り
良
い
内
容
を
求

め
て
更
な
る
改
善
を
加
え
よ
う
と
し
て
い

る
過
程
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
の
幸
せ
を

願
い
、
幼
児
教
育
に
携
わ
る
者
ま
た
子
育

て
に
奮
闘
し
て
い
る
お
母
さ
ん
を
応
援
し

な
が
ら
、
情
報
提
供
の
充
実
を
図
っ
て
い

け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。（
長
野
県
私

立
幼
稚
園
協
会
理
事
、
広
報
副
委
員
長
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
専
門
委
員
会
委
員
長
、
須

坂
市
・
須
坂
双
葉
幼
稚
園
／
垂
澤
恵
子
）

琵
琶
湖
の
北
部
の
農
村
地
帯
の
幼
稚

園
・
保
育
園
事
情
を
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
当
市
で
は
、
平
成
12
年
の
厚
生

省
児
童
家
庭
局
保
育
課
長
通
知
に
よ
り
、

求
職
中
で
も
保
育
所
へ
の
入
所
が
可
能
に

な
り
、
幼
保
の
均
衡
が
大
き
く
崩
れ
て
き

て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
お
け
る
市
内
の
私
立
幼

稚
園
３
園
の
平
均
園
児
数
は
56
人
、
同
認

可
定
員
の
平
均
１
０
３
人
、
充
足
率
は
54

％
で
す
。
同
じ
く
市
内
私
立
保
育
園
４
園

の
平
均
園
児
数
は
、
１
４
１
人
、
同
認
可

定
員
の
平
均
１
２
８
人
、
充
足
率
は
１
１

０
％
で
す
。

市
内
各
幼
稚
園
の
園
児
数
が
減
少
し
て

い
る
要
因
は
、
核
家
族
の
増
加
や
共
働
き

家
庭
の
増
加
等
に
加
え
て
、
次
の
よ
う
な

地
域
性
が
あ
り
ま
す
。
①
も
と
も
と
学
区

を
優
先
し
、
保
育
に
欠
け
る
要
件
が
ま
っ

た
く
機
能
し
て
い
な
い
②
厳
然
と
し
た
補

助
格
差
が
存
在
す
る
③
保
育
園
保
育
料
を

安
く
設
定
し
、
保
育
園
が
選
択
さ
れ
や
す

い
状
況
に
あ
る
た
め
で
す
。
さ
ら
に
私
立

保
育
園
が
施
設
整
備
を
す
る
場
合
に
は
、

総
工
費
の
９
割
ま
で
補
助
が
認
め
ら
て
お

り
、
市
の
規
定
を
活
用
し
、
定
員
を
増
や

し
て
、
総
事
業
費
6
億
円
以
上
の
大
規
模

園
を
建
設
す
る
ケ
ー
ス
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
既
存
の
私
立
幼
稚
園
の
近

く
に
移
転
し
、
園
児
を
1
歳
・
2
歳
か
ら

ど
ん
ど
ん
か
き
集
め
て
、
独
占
化
を
計
画

し
て
い
る
保
育
園
も
あ
る
始
末
で
す
。
こ

の
ま
ま
で
は
当
市
か
ら
私
立
幼
稚
園
が
消

滅
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

懸
念
さ
れ
て
い
る
認
定
こ
ど
も
園
制
度

が
、
長
年
続
い
て
き
た
保
育
園
と
の
不
公

平
が
是
正
さ
れ
て
、
実
情
に
近
づ
い
て
い

く
な
ら
ば
、
過
疎
地
の
私
立
幼
稚
園
と
し

て
は
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。（

滋
賀
県
私
立
幼
稚
園
協
会
、
高
島
市
・

中
央
幼
稚
園
／
青
木
範
幸
）

子
育
て
を
応
援
す
る

「
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

　
　

長
野
県
か
ら
の
お
た
よ
り

自
省
が
望
ま
れ
る
私
立
保
育
園

長野県メモ
面積：13,562㎢
県鳥：らいちょう 
県花：りんどう
県獣：かもしか
県木：しらかば 

　
　

滋
賀
県
か
ら
の
お
た
よ
り

滋賀県メモ
面積：4,017㎢
琵琶湖：約670㎢
県の木：もみじ
県の花：しゃくなげ
県の鳥：かいつぶり
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一
昨
年
亡
く
な
っ
た
私
の
父
が
病
床
で

「
男
は
関
白
宣
言
で
生
き
た
か
っ
た
…
…
」

と
書
き
遺
し
た
メ
モ
が
あ
り
ま
し
た
。
高

等
学
校
の
教
員
を
し
て
い
た
時
の
友
人
に

宛
て
た
メ
モ
で
す
。
生
前
は
立
派
に
亭
主

関
白
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
た
の
で
、
す
ぐ

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

◆
「
子
ど
も
が
育
っ
て
年
を
と
っ
た
ら 
俺

よ
り
先
に
死
ん
で
は
い
け
な
い 

例
え
ば
わ

ず
か
一
日
で
も
い
い 

俺
よ
り
早
く
逝
っ
て

は
い
け
な
い 

何
も
い
ら
な
い　

俺
の
手

を
握
り 

涙
の
し
ず
く 

ふ
た
つ
以
上
こ
ぼ

せ 

お
前
の
お
陰
で 

い
い
人
生
だ
っ
た
と　

俺
が
言
う
か
ら　

必
ず
言
う
か
ら
…
」
さ

だ
ま
さ
し
の
「
関
白
宣
言
」
の
歌
詞
に
目

を
通
し
た
と
き
、
父
の
友
人
が
奥
さ
ん
に

先
立
た
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し

た
◆
世
の
中
は
老
少
不
定
な
の
で
、
命
に

順
番
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
や
妻
に

は
自
分
よ
り
長
く
生
き
て
く
れ
、
幸
せ
に

い
て
く
れ
と
願
い
続
け
て
い
る
こ
と
は
夫

と
し
て
男
と
し
て
の
使
命
で
あ
る
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
我
が
命
に
終
わ
り
を

感
じ
、
そ
の
想
い
を
短
い
文
字
に
し
て
遺

し
た
こ
と
が
今
、
輝
き
始
め
て
き
ま
し
た
。

（
調
査
広
報
委
員
・
菅
原
真
爾
）

平成22年度（第5回）　免許状更新講習の認定一覧
●必修領域「教職についての省察並びに子どもの変化、教育政策の動向及び学校の内外における連携協力についての理解に関す
る事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

北海道
札幌市

 「教職についての省察」「子どもの変化につい
ての理解」「教育政策の動向理解」「学校の内外
の連携についての理解」の４つの事項につい
て、教員に求められる最新の知識の修得と今日
的な教育課題についての理解を深めることを目
指す。また、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点
を当てた内容としている。

大西道子（札幌大谷大学短期大
学部保育科教授）、佐藤信雄（北
海道文教大学短期大学部教授）、
小田進一（北海道文教大学短期
大学部准教授）、東重満（美晴幼
稚園園長、光塩学園女子短期大
学非常勤講師、札幌国際大学短
期大学部非常勤講師、藤女子大
学非常勤講師）

12時間 平成 22年 8月 4日～
平成 22年 8月 5日 150 人

平 22-
81340-
01453号

北海道
札幌市

「教職についての省察」「子どもの変化につい
ての理解」「教育政策の動向理解」「学校の内外
の連携についての理解」の４つの事項につい
て、教員に求められる最新の知識の修得と今日
的な教育課題についての理解を深めることを目
指す。また、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点
を当てた内容としている。

平野良明（札幌国際大学人文学
部教授）、中島常安（名寄市立大
学短期大学部教授）、内山隆（札
幌国際大学短期大学部幼児教育
保育学科教授）、吉田耕一郎（北
見北光幼稚園園長、光塩学園女
子短期大学教授、北翔大学非常
勤講師、帯広大谷短期大学非常
勤講師）

12時間 平成 23年 1月 12日～
平成 23年 1月 13日 100 人

平 22-
81340-
01454号

福島県
郡山市

幼稚園教諭を対象とし、教職についての省察並
びに子どもの変化についての理解、教育政策の
動向及び学校の内外における連携協力について
の理解、に関して今日求められている幼稚園教
育の課題をふまえて、幼稚園や教員が果たすべ
き役割について考察する。

関章信（福島めばえ幼稚園理事
長・園長、元福島大学講師、元
福島学院大学講師）、田村修一（郡
山女子大学短期大学部幼児教育
学科准教授）、高橋昇（原釜幼稚
園園長、近畿大学豊岡短期大学
通信教育部非常勤講師）、横山文
樹（昭和女子大学人間社会学部
初等教育学科教授）

12時間 平成 22年 7月 30日～
平成 22年 7月 31日 40人

平 22-
81340-
01448号

神奈川県
横浜市

「教職についての省察」「子どもの変化につい
ての理解」「教育政策の動向についての理解」「学
校の内外における連携協力についての理解」の
４つの事項について、教員に求められる最新の
知識・技能の習得と今日的な教育課題について
の理解を深めることを目指す。

兵頭恵子（元大妻女子大学講師）
吉岡昌紀（清泉女子大学教授）
岡健（大妻女子大学准教授）
三宅良輔（日本体育大学准教授） 12時間 平成 22年 8月 2日～

平成 22年 8月 3日 150 人
平 22-
81340-
01450号

石川県
金沢市

「教職についての省察」「子どもの変化につい
ての理解」「教育政策の動向についての理解」「幼
稚園内外における連携協力についての理解」の
４つの事項について、教員に求められている最
新の知識・技能の修得と今日的な教育課題につ
いての理解を深めることを目指す。

東重満（美晴幼稚園園長、光塩
学園女子短期大学非常勤講師、
札幌国際大学短期大学部非常勤
講師、藤女子大学非常勤講師）
田中雅道（光明幼稚園園長、財
団法人全日本私立幼稚園幼児教
育研究機構副理事長）

12時間 平成 22年 8月 23日～
平成 22年 8月 24日 35人

平 22-
81340-
01455号

山梨県
笛吹市

本講習は、①現在の子どもが置かれている状況
について②保育現場における対応の仕方につい
て③自分の保育をいかに評価し、それをどう深
めていくかについて④保育の質とは何か、その
質を高めていく方法について、などを中心に講
義等を行います。また、参加者同士の討議を通
じて、いずれも自らの問題として理解を深め、
実践力をつける講習とする。

青木久子（青木幼児教育研究所
主宰）、加藤繁美（山梨大学教
授）、和久洋三（東北芸術工科大
学大学院客員教授）、岩崎洋子
（日本女子大学家政学部児童学
科教授）、松浦浩樹（和泉短期大
学准教授）、請川滋大（日本女子
大学家政学部児童学科講師）、小
林紀子（青山学院大学教授）、浅
見均（青山学院大学短期大学部
教授）、松本園子（白梅学園短期
大学教授）

12時間 平成 22年 8月 2日～
平成 22年 8月 4日 20人

平 22-
81340-
01451号
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愛知県
名古屋市

幼稚園教諭を対象とし、「教職についての省察」
「子どもの変化についての理解」「教育政策の
動向についての理解」「学校の内外における連
携協力についての理解」の 4つの事項につい
て、教員に求められる最新の知識・技術の習得
と今日的な教育課題についての理解を深めるこ
とを目指す。

大森隆子（椙山女学園大学教育
学部教授）
齊藤善郎（椙山女学園大学教育
学部非常勤講師）
布谷光敏（中部大学近代教育学
部教授）

12時間 平成 22年 8月 3日～
平成 22年 8月 5日 50人

平 22-
81340-
01452号

広島県
広島市

本講習は、①幼稚園を取り巻く最近の社会情勢
を学び、日々の保育に反映する力を養う②障害
を持つ子どもの育ちを学び、様々な個性に教員
として幅広く対応する力を養う③地域社会等、
園外との連携を持つことの重要性と、その連携
を保育の充実や園の危機管理に生かす方法を学
ぶ、などを中心に講義等を行います。

辻井いつ子（フリーアナウンサ
ー）、正高信男（京都大学霊長類
研究所　教授）、土井貴子（比治
山大学短期大学部幼児教育科講
師）、大橋隆広（比治山大学高等
教育研究所教授）、湯地宏樹（比
治山大学短期大学部幼児教育科
准教授）

12時間 平成 22年 8月 23日～
平成 22年 8月 24日 60人

平 22-
81340-
01449号

●選択領域「教科指導、生徒指導その他教育の充実に関する事項」に関する免許状更新講習
講習の
開催地 講習の概要 担当講師 時間数 講習の期間 受講数 認定

番号

北海道
札幌市

「保育現場での質を高める」「幼稚園の役割を
広く深める」の２つの事項について理解と実践
をふり返り、応用力をつけ保育現場における現
代的な課題に関する知識と理解を得ることを目
指す。また、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点
を当てた内容としている。

山田りよ子（藤女子大学人間生
活学部准教授）
拓殖純一（札幌大谷大学短期大
学部保育科准教授）
伏見千悦子（札幌国際大学短期
大学部幼児教育保育学科講師）

6時間 平成 22年 8月 2日 150 人
平 22-
81340-
63685号

北海道
札幌市

「保育現場での質を高める」「幼稚園の役割を
広め深める」の２つの事項について理解と実践
をふり返り、応用力をつけ保育現場における現
代的な課題に関する知識と理解を得ることを目
指す。また、幼稚園教諭免許状の更新者に焦点
を当てた内容としている

芝木捷子（なかのしま幼稚園園
長、札幌国際大学短期大学部非
常勤講師）、佐藤公文（わかば幼
稚園園長、 北海道教育大学教育
学部旭川校非常勤講師）、鈴木傑
（苫小牧マーガレット幼稚園理
事長、光塩学園女子短期大学非
常勤講師）

6時間 平成 22年 8月 3日 150 人
平 22-
81340-
63686号

北海道
札幌市

「保育現場での質を高める」「幼稚園の役割を
広め深める」の２つの事項について理解と実践
をふり返り、応用力をつけ保育現場における現
代的な課題に関する知識と理解を得ることを目
指す。また、午前中は公開保育園において保育
研究を行うなど、幼稚園教諭免許状の更新者に
焦点を当てた内容としている。

鈴木文明（名寄市立大学短期大
学部児童学科教授）

6時間 平成 22年 10月 1日 100 人
平 22-
81340-
63687号

北海道
江別市

「保育現場での質を高める」「幼稚園の役割を
広め深める」の２つの事項について理解と実践
をふり返り、応用力をつけ保育現場における現
代的な課題に関する知識と理解を得ることを目
指す。また、午前中は公開保育園において保育
研究を行うなど、幼稚園教諭免許状の更新者に
焦点を当てた内容としている。

藤井由美子（北翔大学短期大学
部こども学科教授）

6時間 平成 22年 8月 28日 50人
平 22-
81340-
63688号

北海道
釧路市

「保育現場での質を高める」「幼稚園の役割を
広め深める」の２つの事項について理解と実践
をふり返り、応用力をつけ保育現場における現
代的な課題に関する知識と理解を得ることを目
指す。また、午前中は公開保育園において保育
研究を行うなど、幼稚園教諭免許状の更新者に
焦点を当てた内容としている。

井上薫（釧路短期大学幼児教育
学部教授）

6時間 平成 22年 10月 2日 50人
平 22-
81340-
63689号

北海道
函館市

「保育現場での質を高める」「幼稚園の役割を
広め深める」の２つの事項について理解と実践
をふり返り、応用力をつけ保育現場における現
代的な課題に関する知識と理解を得ることを目
指す。また、午前中は公開保育園において保育
研究を行うなど、幼稚園教諭免許状の更新者に
焦点を当てた内容としている。

毛利悦子（函館大谷短期大学子
ども学科准教授）

6時間 平成 22年 10月 9日 50人
平 22-
81340-
63690号

北海道
深川市

「保育現場での質を高める」「幼稚園の役割を
広め深める」の２つの事項について理解と実践
をふり返り、応用力をつけ保育現場における現
代的な課題に関する知識と理解を得ることを目
指す。また、午前中は公開保育園において保育
研究を行うなど、幼稚園教諭免許状の更新者に
焦点を当てた内容としている。

土門裕之（拓殖大学北海道短期
大学保育科教授）

6時間 平成 22年 10月 2日 50人
平 22-
81340-
63691号

青森県
八戸市

①「共感しあえる保育者と保護者との関係を考
える」。カウンセリングマインドを生かした「保
育者と保護者との関係づくり」を考える。カウ
ンセリングマインドで人間理解を進めるために
必要なコミュニケーションの理論と技法を概説
し、演習を通して体験的に理解を深める②「気
になる子と保育者や子どもたちのかかわりを考
える」。この講座では気になる子どもの理解と
支援のあり方について講義し、気になる子ども
と保育者との関係、気になる子どもとまわりの
子どもたちとの関係を演習を通して学ぶ。

坂本玲子（八戸短期大学非常勤
講師）
井上孝之（岩手県立社会福祉学
部准教授）

6時間 平成 22年 8月 10日 40人
平 22-
81340-
63692号
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宮城県
仙台市

①幼保一元化（幼保一元化の歴史、認定こども
園、最近の動向、幼保一元化の課題、宮城県内
の幼保一元化の取り組み）②障がいのある幼児
に対する保育のあり方を事例を通して検討する
とともに理解を深める③未就園児の親子登園を
中心とした子育て支援の現状と課題及び今後の
幼稚園の役割、などを中心に講義等を行います。

軍司啓（東北外語観光専門学校
子ども保育科長）、村山十五（南
光幼稚園長、仙台白百合女子大
学非常勤講師）、宮本美和子（も
みじが丘幼稚園長、聖和短期大
学非常勤講師）

6時間 平成 22年７月 30日 50人
平 22-
81340-
63680号

宮城県
仙台市

本講習は、①幼児期における運動能力の発達特
性を、実際の測定データを基に解説する。また、
近年の幼児の運動能力の低下の現状とそれにま
つわる健康上の問題点を示すとともに、健康で
丈夫な身体を作るための運動処方の視点や方法
について述べる②幼稚園教育要領に示された健
康な心と体を育てるための食育の推進③幼児の
食の現状分析とその背景に応じた食育のあり方
④家庭地域との連携、などを中心に講義等を行
います。

郷司文男（宮城学院女子大学教
授）
朝倉清（東北生活文化大学短期
大学部教授）

6時間 平成 21年 8月 22日 50人
平 22-
81340-
63681号

山形県
山形市

本講習は、幼稚園における保育の質を高める
ことを目的とし、「音楽」「造形」「児童文学」
の 3分野について、実技を取り入れた演習とし
て開講する。また、この演習を通し、実践につ
いて学び、これからの幼児の指導に活かせる技
能・知識の習得を目指す。

那須一彦（東北文教短期大学大
学部准教授）
佐東治（東北文教短期大学大学
部准教授）
川越ゆり（東北文教短期大学大
学部講師）

6時間 平成 22年 8月 21日 50人
平 22-
81340-
63666号

福島県
福島市

幼稚園教諭を受講対象者とする。①「地域社会
との連携」について現状と課題について考察す
ることにより、これからの地域社会との望まし
い連携について理解を深める。②「園内研修の
構築」をテーマとし、効果的な園内研修のあり
かたについて考察する。

前典子（聖徳大学教授）、東重満
（学校法人東学園美晴幼稚園園
長、（財）全日本私立幼稚園幼児
教育研究機構研究研修委員長、
札幌国際大学短期大学部非常勤
講師、藤女子大学非常勤講師）

6時間 平成 22年 8月 18日 40人
平 22-
81340-
63670号

千葉県
千葉市

本講習は、国公私立の区別なく、幼稚園教育に
携わる教諭の多様なニーズに応じた講習、幼稚
園教育における専門的な知識や技能の習得、幼
稚園教諭としての資質向上のための意識ある講
座とするため①現場に生かす幼稚園教育要領に
ついて②理想の教育課程作成についてなどを中
心に講義等を行います。

鈴木みゆき（和洋女子大学人文
学群心理・社会学類こども発達
支援コース教授）、湯川秀樹（文
部科学省初等中等教育局幼児教
育課教科調査官）、星幸広（千葉
大学大学院講師）、篠原孝子（聖
徳大学教授）、砂上史子（千葉大
学教育学部准教授）、鈴木隆司（千
葉大学教育学部教授）、花輪充（東
京家政大学短期大学部准教授）、
増田良子（千葉聖心高等学校学
園長）

6時間 平成 22年 8月 17日～
平成 22年 8月 18日 100 人

平 22-
81340-
63675号

神奈川県
横浜市

この講習では、障がいのある子どもを含む保育
について、幼児理解という視点から考えること
を主たる目的とします。幼児を理解することの
重要性は分かっていても、忙しい日々の中では
困難な面もあります。実際の子どもの姿や映像
を通して、園の保育のあり方や保育者のかかわ
り、また行事のあり方などを、参加者の皆様と
共に考える時間を重視します。
 この講習を通して園の保育全般について総合
的に考える機会とし、障がいのある子どもに無
理の無い園生活を考えることができれば幸いに
思います。

若月芳浩（玉川大学文学部教育
学科准教授）

6時間 平成 22年 8月 19日 40人
平 22-
81340-
63682号



私幼時報／2010.6 ― 35 ―

神奈川県
横浜市

本講習では、幼稚園教育の現場のニーズが多様
化している現状に対し、心理学的な観点からの
アプローチを試みます。
この講習は、幼稚園教諭が、心理学的な人間発
達理論や、カウンセリングマインドなどについ
て、専門的な知識を習得することで、更なる資
質の向上が期待されるものとして企画されまし
た。その目的のために、①保護者との円滑な関
係の構築、②子どもが育つことへの総合的な支
援　③幼稚園における特別支援　などを中心に
講義等を行います。

久米真浩（鶴見大学短期大学部
保育科非常勤講師、小机幼稚園
園長、洗足学園短期大学幼児教
育保育科非常勤講師）

6時間
平成 22年 6月 25日 ,
平成 22年 9月 3日 ,
平成 22年 11月 16日

30人
平 22-
81340-
63694号

神奈川県
横浜市

本講習では、障がいのある幼児に対する保育あ
り方を考える中で、主に障がいのある子どもの
理解を深めることを中心に講座を進めていきま
す。幼児理解を出発として指導計画を作成し、
日々の保育を振り返りながら、保育の質を高め
ることが特別支援のあり方を考えるために必要
なことであると考えます。事例を検討しながら
保護者への対応を考えていくことで、保護者と
協力できる体制を作り、子どもの育ちに繋がる
ように配慮していくことが幼稚園教育に課せら
れた新たな課題です。以上のような課題を解決
することを目的に講座を進めていきます。

野本茂夫（青山学院大学文学部
教育学科非常勤講師、國學院大
學幼児教育専門学校主事）

6時間 平成 22年 7月 10日 ,
平成 22年 9月 4日 30人

平 22-
81340-
63695号

富山県
富山市

参加者の実践とつなげながら、①社会文化的な
発達観と評価観・子どもの姿から学ぶ保育の省
察、②陶冶材研究 ( 絵本、音とリズムなど ) の
進め方とその意義、③保育における食の課題・
食育を考える、などを中心に講義と演習を織り
交ぜながら、教育内容を充実させる手がかりを
探究する。

青木久子（青山学院大学非常勤
講師）

6時間 平成 22年 8月 4日 40人
平 22-
81340-
63673号

富山県
富山市

幼稚園教育の内容と方法について最新の知見を
学習し専門性を養う。はじめに幼稚園教育の現
代的課題を明らかにし、学習内容を各自で具体
的に定める。次に保育実践について多様な問題
提起をするので、これに沿って互いに事例報告
や協議を通して探究する。また、これまで実践
してきた指導方法と指導技術について受講生間
で情報交換をし、今後の保育について新たな目
標を定めるように努める。おわりに、今後の研
修のあり方について考察する。

平山許江（文京学院大学教授）

12時間 平成 22年 8月 11日～
平成 22年 8月 12日 40人

平 22-
81340-
63674号

石川県
金沢市

「気になる幼児の障がいへの理解」について発
達障がいの理解を深める。また、保護者支援と
連携を学ぶ。発達に関して気になる子や意思疎
通が難しい子どもを理解し、サポートしていく
為に必要な基礎知識と支援の方法や保護者支援
のあり方を学ぶ。

新井田要（金沢子どものこころ
の発達センター特任　准教授、
日本小児科学会　小児科専門
医、日本人類遺伝学会臨床遺伝
専門医・指導医、日本小児神経
学会小児神経専門医）

6時間 平成 22年 8月 2日 30人
平 22-
81340-
63667号

石川県
金沢市

保育の質を高めるためには、子どもの遊びを的
確に読み取り、それを環境構成や援助につなげ
ていくことが大切である。講習では、保育の実
践研究をもとに、子どもの遊びをどのように読
み取り、理解していったらよいかについて具体
的に学ぶ。また、遊びを通して育つものについ
ても、幼児の発達の側面から学び、それを踏ま
えた上での環境構成や援助について考える。

宮下友美惠（学校法人静岡豊田
学園静岡豊田幼稚園園長、静岡
英和学院大学非常勤講師、常葉
学園短期大学非常勤講師） 6時間 平成 22年 7月 3日 30人

平 22-
81340-
63668号

山梨県
甲府市
笛吹市

子どもたちの育ちのドラマが起きるような、生
き生きとした園生活をつくっていくために、子
どもたちの様子をどのように読み取り、中期
的・短期的な保育計画をどのように書き換えて
いくのかを念頭におきながら、必要な物・人・
空間・時間と、その用意・提供・つくり方につ
いて考える。具体的には、受講者の実践記録を
持ち寄り、これらの視点から検討する。

秋山麻実（山梨大学教育人間科
学部幼児教育講座　准教授）

6時間
平成 22年 8月 4日 ,
平成 22年 10月 20日 ,
平成 22年 11月 17日

30人
平 22-
81340-
63683号

愛知県
名古屋市

幼児期に必要な子どもの育ちや学びについて、
視野を広げ考える機会とする。主にリズム遊び
を中心とした身体表現と、発達に即した子ども
と言葉について実技実習を通して理解を深め
る。

小西由利子（椙山女学園大学教
育学部講師）伊藤園子（中部大
学現代教育学部非常勤講師） 6時間 平成 22年 7月 28日 50人

平 22-
81340-
63677号

愛知県
名古屋市

近年、幼児の不規則な生活習慣が心身の発育・
発達に影響を与えることが懸念されている。ま
た、子どもの体力・運動能力の低下の問題は、
もはや小学生の段階からではなく、幼児期から
の取り組みが重要であると着目されてきてい
る。本講習では、幼児の生活習慣、体力・運動
能力にかかわる現状と課題について理論的にア
プローチしていく。また、幼児に豊かな体力・
運動能力を育ませるための運動遊びを実技実習
を通して探求していく。

花井忠征（中部大学現代教育学
部教授）

6時間 平成 22年 8月 11日 50人
平 22-
81340-
63678号
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愛知県
名古屋市

この講習では障害児を含めた保育について、障
害の特性の理解、保育上の留意すべき点、保護
者への対応、専門機関との連携、小学校との連
携などを学ぶため、多くの実践例をもとに考察
をし、特別支援教育の理解を深める。

藤城民男（近畿大学豊岡短期大
学非常勤講師）

6時間 平成 22年 8月 16日 50人
平 22-
81340-
63679号

大阪府
大阪市

① 「あるがままの保育」感情移入（共感、無条
件の受容）とアニミズム（メルヒェン、ファン
タジー）という乳幼児の発達特性を前提にした
保育環境（園庭、遊具、保育財）による保育に
ついて講義する② 「創造的活動衝動を引き出そ
う」 実際に創作折り紙「カッパ」と「フレーベ
ルのバラ」を制作しながら、小学校教育での指
導と幼稚園、保育所での援助という方法の違い
を比較体験する。

荘司泰弘（常磐会学園大学国際
コミュニケーション学部国際幼
児児童教育学科教授）

6時間 平成 22年 9月 4日 150 人
平 22-
81340-
63693号

島根県
浜田市

本講習は、国公私立の区別なく、幼稚園教育に
おける専門的な知識や技能の習得、幼稚園教諭
としての資質向上のための意義ある講座とする
ため、「保育と食育」「幼稚園における危機管理」
を中心に講義等を行います。

名和田清子（島根県立大学短期
大学部健康栄養学科教授）、井原
忠郷（広島・聖愛幼稚園園長、
比治山大学短期大学部幼児教育
科教授）、牧野桂一（筑紫女学園
大学教育学部日本語・日本文学
科教授）

6時間 平成 22年 7月 30日～
平成 22年 7月 31日 20人

平 22-
81340-
63676号

広島県
広島市

本講座は、①最新の脳科学を通じて、人間の成
長、発達、思考等について学ぶ②小学校教育の
実態を学び、幼稚園とのよりよい連携について
考える③幼児を取り巻く現代社会の問題点を見
つめ直し、幼児のいのちや心を守る意識を高め
る④日常の保育を振り返り、自己を見つめなお
しつつ、経験ある幼稚園教師としてのあるべき
姿を考える、などを中心に講義等を行います。

池谷裕二（東京大学大学院薬学
系研究科准教授）、奈須正裕（上
智大学総合人間科学部教育学科
教授）、中丸元良（比治山大学非
常勤講師）、菊野秀樹（広島女学
院大学非常勤講師）、高田憲治（広
島女学院大学非常勤講師）、松田
総平（関西学院大学教育学部非
常勤講師）、菅沼 邦子（広島女
学院大学専任講師）、村中由紀子
（山陽学園短期大学教授）

12時間 平成 22年 8月 2日～
平成 22年 8月 4日 40人

平 22-
81340-
63665号

山口県
山口市

本講習は、幼稚園教育に携わる教員としての資
質の向上を目指し、①幼児期の発達特性②保育
者の協働（ティーム保育）③保護者との円滑な
関係の構築についての講義等を行います。

中川伸子（岩国短期大学幼児教
育科教授、教務部長）、江本美帆
（宇部フロンティア大学短期大
学部講師）、中邑隆哉（岩国短期
大学非常勤講師）

6時間 平成 22年 8月 7日 60人
平 22-
81340-
63671号

山口県
山口市

本講習は、幼稚園教育に携わる教員としての資
質の向上を目指し、①教育課程の編成と指導計
画②子どもが育つことへの総合的な支援③保護
者との円滑な関係の構築についての講義等を行
います。

杉山直子（梅光学院大学子ども
学部准教授）、今村方子（梅光学
院大学子ども学部子ども未来学
科主任教授）、中邑隆哉（岩国短
期大学非常勤講師）

6時間 平成 22年 8月 8日 60人
平 22-
81340-
63672号

香川県
高松市

本講習は、①幼稚園教育の歴史について、思想、
制度、実践の観点から学ぶ②日々の自分の保育
を振り返ることで、さらに専門的な知識や技能
を身につけるため、などを中心に講義等を行い
ます。

岡健（大妻女子大学家政学部児
童学科准教授）、湯川嘉津美（上
智大学総合人間科学部教育学科
教授）

6時間 平成 22年 8月 4日～
平成 22年 8月 5日 50人

平 22-
81340-
63684号

福岡県
福岡市

①豊かな保育をおこなう為、家庭との連携が欠
かせない。連携がうまくできない状況が数多く
報告され、保護者との円滑な関係が構築できな
い問題を解決する為、「学び」と「関係づくり
の見直し」が求められ「受容」と「傾聴」「対
話力」「保護者としての語る力」などを学び直
す②保育者間の密接なコミュニケーションをど
う創るのかは , 保育の質を高めいく為重要な課
題。保育者の「協働性と同僚性」を深く分析し、
丹念に学び直す。

中島俊介（北九州市立大学教授）
高橋かおる（聖徳大学准教授）

6時間 平成 22年 8月 9日 100 人
平 22-
81340-
63669号


